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八重山郡竹富町竹富八重山郡竹富町竹富

	 1	 ��第50回 公益社団法人 沖縄県トラック協会 第50
回定時総会を開催／陸上貨物運送事業労働災害
防止協会沖縄県支部 第50回通常総会を開催

	 2	 �｢令和8年度 経営者研修」を実施しました
	 3	 �令和8年度 陸運関係功労者等の沖縄総合事務局

陸運事務所長表彰《陸運関係功労者、優良運行管
理者、貨物自動車運送事業安全性優良事業所》受
賞おめでとうございます!!

	 4	 �令和8年度 那覇警察署長・那覇地区 交通安全協
会長連名表彰 受賞おめでとうございます

	 5	 �沖縄県トラック協会創立50周年記念式典・講演
会・祝賀会のご案内

	 7	 �引越基本講習の開催について
	 9	 �引越管理者講習の開催について
	 11	 �優秀運転者顕章候補者の推薦について（お願い）
	 12	 �令和８年度 沖縄県トラック協会 各種助成事業説

明会を開催
	 	 �集団健康診断を実施しました!

	 13	 �中東情勢を受けたトラック事業者の燃料費・原材
料費の価格転嫁に関する重点調査について（依
頼）

	 15	 ��令和7年度 適正化事業・指導項目別調査結果
	 16	 ��指導項目別調査結果（過去３年間ワースト10）
	 17	 ��｢令和8年度エイジフレンドリー補助金」のご案内
	 20	 �TEC-FORCE 予備隊員により被災地方公共団体

等への支援体制を強化します ～沖縄総合事務局
において、専門的な知識を有する民間企業等の人
材を募集します～

	 21	 ��広報誌「沖縄トラック情報」及び案内文書の電子化
（ペーパレス化）のお知らせ並びにメールアドレ
ス登録のお願いについて

	 22	 ��交通遺児学業支援へ募金ご協力のお願い
	 	 ��協会日誌（行事予定）
	 	 会員だより
	裏表紙	 夏の交通安全県民運動
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1 2沖縄トラック情報　2026. 7沖縄トラック情報　2026. 7

令和８年５月29日（金）に当協会の「第50回定時総会」がホテルモーリアクラシック沖縄で
開催された。冒頭、会員622事業者中、委任状を含め412事業者の出席があり総会が有効に成
立した旨の報告があり、新城会長の挨拶の後、議事進行が行われた。

議事では、令和７年度事業報告、令和８年度事業計画、令和８年度収支予算について報告
した後、第１号議案として令和７年度貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の
附属明細書、財産目録承認の件が原案どおり可決承認された。第２号議案として定款の一部
改正の件が原案どおり可決承認された。第３号議案として専務理事改選の件が審議され、新
専務理事に野原広邦氏が就任することについて原案どおり可決承認された。

休憩をはさんで、陸上貨物運送事業労働災害防止協会沖縄県支部の総会に移り、第１号議
案から第４号議案までの議案が審議され、原案どおり可決承認された。

当協会は、５月13日（水）から15日（金）までの３日間の行程で、役員および会員事業者等17
名による経営者研修を実施いたしました。今回は「先進的な経営・人材育成の学び」と「次
世代モビリティ・最新技術の体感」を二大テーマに掲げ、非常に濃密な視察研修となりました。

■独自の「人財育成」と DX を実践する先駆者を訪ねて（山形県）
前半は、山形県を中心に先進的な事業を展開されている株式会社ティスコ運輸様（菅原茂

秋代表取締役）を訪問いたしました。同社は、全社員を対象に「顧客価値を創造・提供でき
る人財」の育成を目指す企業内大学『ティスコ・アカデミー』の開校をはじめ、先進的な倉
庫管理システムの導入、さらには輸送のダイナミックプライシング（変動料金制）の実践など、
業界の課題解決に向けた最先端の取り組みを展開されている企業です。当日は、菅原代表取
締役をはじめとする皆様から経営理念や運用ノウハウについて丁寧なご示唆をいただき、参
加者にとって大きな刺激となりました。

■過去最大規模の「ジャパントラックショー 2026」を視察（パシフィコ横浜）
後半は、横浜へと移動し、パシフィコ横浜にて開催された「ジャパントラックショー 

2026」を視察いたしました。過去最大となる177社が出展し、熱気に包まれた会場では、EV
（電気自動車）やFCV（燃料電池車）といった環境配慮型の次世代トラック、最新の安全運
転支援システム、そして物流効率化を支えるデジタルタコグラフや各種ソフトウェアなど、
これからの物流を支える最新技術が一堂に会していました。参加者は各ブースを精力的に回
り、2024年問題以降の「持続可能な物流のミライ」を生き抜くための最新トレンドや実用的
なソリューションについて熱心に情報収集を行いました。

■総括
今回の研修を通じて得られた先進企業の経営哲学、そして最先端のテクノロジーという２

つの知見は、数々の転換期を迎えている我々物流業界にとって、今後の経営戦略を練る上で
の大変貴重な道標となるものです。

最後になりますが、多忙を極める中、私たちの視察を快く受け入れ、熱心にご指導いただき
ました株式会社ティスコ運輸の皆様をはじめ、関係各位に心より深く感謝申し上げます。今
回の成果を当協会の今後の活動、ならびに各会員事業者のさらなる経営発展へと繋げてまい
ります。

公益社団法人 沖縄県トラック協会 第公益社団法人 沖縄県トラック協会 第5050回定時総会を開催回定時総会を開催
陸上貨物運送事業労働災害防止協会沖縄県支部 第陸上貨物運送事業労働災害防止協会沖縄県支部 第5050回通常総会を開催回通常総会を開催第50回

開会挨拶（新城会長） 総会の様子

野原専務理事の就任挨拶 懇親会の様子 （株）ティスコ運輸様　社屋前 パシフィコ横浜

表彰状・記念品授与 来賓挨拶
（代読：沖縄総合事務局 伊志嶺陸上交通課長）

「令和８年度  経営者研修」を実施しました「令和８年度  経営者研修」を実施しました
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令和８年５月29日（金）に当協会の「第50回定時総会」がホテルモーリアクラシック沖縄で
開催された。冒頭、会員622事業者中、委任状を含め412事業者の出席があり総会が有効に成
立した旨の報告があり、新城会長の挨拶の後、議事進行が行われた。

議事では、令和７年度事業報告、令和８年度事業計画、令和８年度収支予算について報告
した後、第１号議案として令和７年度貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の
附属明細書、財産目録承認の件が原案どおり可決承認された。第２号議案として定款の一部
改正の件が原案どおり可決承認された。第３号議案として専務理事改選の件が審議され、新
専務理事に野原広邦氏が就任することについて原案どおり可決承認された。

休憩をはさんで、陸上貨物運送事業労働災害防止協会沖縄県支部の総会に移り、第１号議
案から第４号議案までの議案が審議され、原案どおり可決承認された。

当協会は、５月13日（水）から15日（金）までの３日間の行程で、役員および会員事業者等17
名による経営者研修を実施いたしました。今回は「先進的な経営・人材育成の学び」と「次
世代モビリティ・最新技術の体感」を二大テーマに掲げ、非常に濃密な視察研修となりました。

■独自の「人財育成」と DX を実践する先駆者を訪ねて（山形県）
前半は、山形県を中心に先進的な事業を展開されている株式会社ティスコ運輸様（菅原茂

秋代表取締役）を訪問いたしました。同社は、全社員を対象に「顧客価値を創造・提供でき
る人財」の育成を目指す企業内大学『ティスコ・アカデミー』の開校をはじめ、先進的な倉
庫管理システムの導入、さらには輸送のダイナミックプライシング（変動料金制）の実践など、
業界の課題解決に向けた最先端の取り組みを展開されている企業です。当日は、菅原代表取
締役をはじめとする皆様から経営理念や運用ノウハウについて丁寧なご示唆をいただき、参
加者にとって大きな刺激となりました。

■過去最大規模の「ジャパントラックショー 2026」を視察（パシフィコ横浜）
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今回の研修を通じて得られた先進企業の経営哲学、そして最先端のテクノロジーという２
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開会挨拶（新城会長） 総会の様子
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令和８年度沖縄総合事務局陸運事務所長表彰（陸運関係功労者、優良な運行管理者、貨物
自動車運送事業安全性優良事業所）の表彰式が６月15日（月）、沖縄総合事務局陸運事務所
にて執り行われました。
この表彰は長期間に亘り、貨物自動車運送事業に精励し、事業の発展に寄与した者や安全
性優良事業所（Gマーク）として10年以上継続して認定を受けている事業所に対する表彰
です。
受賞された皆様、誠におめでとうございます。今後とも、益々のご活躍を期待申し上げます。

令和８年度那覇警察署長・那覇地区交通安全協会長連名表彰式が６月５日（金）、那覇警
察署において挙行され、当協会会員事業者から３事業者、計11名が受賞されました。
受賞された皆様、誠におめでとうございます。今後益々のご活躍を期待申し上げます。

【運行管理者】３名
⃝那覇支部（３名）
　比嘉　晃（株式会社小禄運輸）
　宮城　輔（株式会社ロジカルサポート）
　仲村渠　義紀（前田運輸株式会社）

【貨物自動車運送事業　安全性優良事業所】１事業所
⃝株式会社りゅうせき　中部物流センター　
　

【交通安全優良運転者】９名
　職業運転手として運転に従事し、交通法規を守り常に安全運転に心がけ、多年にわた
り無事故・無違反で他の運転者の模範となる個人

株式会社小禄運輸
　前川　守市、中村　拓郎、新垣　吉弘、岸本　恵人、玉城　良彬

沖縄荷役サービス株式会社
　平良　剛、上原　淳、伊是名　真也

沖縄郵便逓送株式会社
　古波津　安宏

【優良安全運転（運行）管理者】２名
　事業所において、安全運転に必要な業務を行い、社内における交通事故防止を図ると
ともに、交通安全推進に功績のあった個人

株式会社小禄運輸
　垣花　しのぶ、崎濱　健吾

令和８年度 陸運関係功労者等の沖縄総合事務局陸運事務所長表彰令和８年度 陸運関係功労者等の沖縄総合事務局陸運事務所長表彰
《陸運関係功労者、優良運行管理者、貨物自動車運送事業安全性優良事業所》《陸運関係功労者、優良運行管理者、貨物自動車運送事業安全性優良事業所》

受賞おめでとうございます!!受賞おめでとうございます!!

令和８年度 那覇警察署長・那覇地区令和８年度 那覇警察署長・那覇地区
交通安全協会長連名表彰交通安全協会長連名表彰

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

表彰受賞者
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                            沖ト協発第５７号 
                            令和８年６月１９日 

 
会員事業者 各位 
 

公益社団法人沖縄県トラック協会 
会長 新 城 英 一 

（公印省略） 
 

沖縄県トラック協会創立５０周年記念式典・講演会・祝賀会のご案内 
 
拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます 
平素は、当協会事業運営に格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、当協会は来る７月をもちまして創立５０周年という大きな節目を迎えることとなり 

ます。 
これもひとえに、会員各位、関係行政機関等の暖かいご支援ご協力の賜物と深く感謝いた 

します。 
つきましては、ささやかではございますが記念式典を催したいと存じますので、ご多用中 

誠に恐縮ではございますが、何とぞご参加賜りますよう謹んでご案内申し上げます。 
敬具  

記 
 
１．日時 令和８年７月３１日（金）１５：００～１９：３０ 
 
２．場所 ホテルモーリアクラシック沖縄 
     〇記 念 式 典 15:00～15:40 ２階エトワール 
     〇記念講演会 15:40～17:20 ２階エトワール 
     〇記念祝賀会 17:30～19:30 ４階パルティール 
 
３．会費 １名様 ７，０００円 
 
※当日はクールビズを実施しておりますので、軽装（かりゆしウェア等）でお越しください。 
※記念式典・記念講演会・記念祝賀会に参加される方は、お手数ではございますが７月１３
日(月) 迄に参加申込書・会費をご持参の上、当協会本部窓口にてお支払い頂くか、または
下記の口座にお振込みください。お振込み頂く際の振込手数料はご負担願います。 

※お振込み頂く場合は「参加申込書」をＦＡＸ（098-863-3591）してください。 
※参加申込み人数は、１社２名様までといたします。 
※お振込み頂いた会費の返金対応はできかねますので、あらかじめご了承ください。 
○振 込 先：沖縄銀行曙町支店(普)１１４８８８６ ○登録番号:T5360005000095 
○口座名義人：公益社団法人沖縄県トラック協会   
〇問い合わせ先：（公社)沖縄県トラック協会 総務課 ℡ 098-863-0280 

 
 

沖縄県トラック協会創立５０周年 
記念式典・記念講演会・記念祝賀会 参加申込書 

 
 
ＦＡＸ：０９８－８６３－３５９１ 
（お振込み頂く場合は本紙をＦＡＸしてください。） 

 
令和８年   月   日 

 

会 社 名：                 

電話番号：                

担当者名：                
 
 
 

参加者氏名 役 職 

  

  

 
※当日はクールビズを実施しておりますので、軽装（かりゆしウェア等）でお越しください。 
※記念式典・記念講演会・記念祝賀会に参加される方は、お手数ではございますが７月１３
日(月) 迄に参加申込書・会費をご持参の上、当協会本部窓口にてお支払い頂くか、または
下記の口座にお振込みください。お振込み頂く際の振込手数料はご負担願います。 

※お振込み頂く場合は「参加申込書」をＦＡＸ（098-863-3591）してください。 
※参加申込み人数は、１社２名様までといたします。 
※お振込み頂いた会費の返金対応はできかねますので、あらかじめご了承ください。 
○振 込 先：沖縄銀行曙町支店(普)１１４８８８６ ○登録番号:T5360005000095 
○口座名義人：公益社団法人沖縄県トラック協会   
〇問い合わせ先：（公社)沖縄県トラック協会 総務課 ℡ 098-863-0280 
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                            沖ト協発第５７号 
                            令和８年６月１９日 

 
会員事業者 各位 
 

公益社団法人沖縄県トラック協会 
会長 新 城 英 一 

（公印省略） 
 

沖縄県トラック協会創立５０周年記念式典・講演会・祝賀会のご案内 
 
拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます 
平素は、当協会事業運営に格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、当協会は来る７月をもちまして創立５０周年という大きな節目を迎えることとなり 

ます。 
これもひとえに、会員各位、関係行政機関等の暖かいご支援ご協力の賜物と深く感謝いた 

します。 
つきましては、ささやかではございますが記念式典を催したいと存じますので、ご多用中 

誠に恐縮ではございますが、何とぞご参加賜りますよう謹んでご案内申し上げます。 
敬具  

記 
 
１．日時 令和８年７月３１日（金）１５：００～１９：３０ 
 
２．場所 ホテルモーリアクラシック沖縄 
     〇記 念 式 典 15:00～15:40 ２階エトワール 
     〇記念講演会 15:40～17:20 ２階エトワール 
     〇記念祝賀会 17:30～19:30 ４階パルティール 
 
３．会費 １名様 ７，０００円 
 
※当日はクールビズを実施しておりますので、軽装（かりゆしウェア等）でお越しください。 
※記念式典・記念講演会・記念祝賀会に参加される方は、お手数ではございますが７月１３
日(月) 迄に参加申込書・会費をご持参の上、当協会本部窓口にてお支払い頂くか、または
下記の口座にお振込みください。お振込み頂く際の振込手数料はご負担願います。 

※お振込み頂く場合は「参加申込書」をＦＡＸ（098-863-3591）してください。 
※参加申込み人数は、１社２名様までといたします。 
※お振込み頂いた会費の返金対応はできかねますので、あらかじめご了承ください。 
○振 込 先：沖縄銀行曙町支店(普)１１４８８８６ ○登録番号:T5360005000095 
○口座名義人：公益社団法人沖縄県トラック協会   
〇問い合わせ先：（公社)沖縄県トラック協会 総務課 ℡ 098-863-0280 

 
 

沖縄県トラック協会創立５０周年 
記念式典・記念講演会・記念祝賀会 参加申込書 

 
 
ＦＡＸ：０９８－８６３－３５９１ 
（お振込み頂く場合は本紙をＦＡＸしてください。） 

 
令和８年   月   日 

 

会 社 名：                 

電話番号：                

担当者名：                
 
 
 

参加者氏名 役 職 

  

  

 
※当日はクールビズを実施しておりますので、軽装（かりゆしウェア等）でお越しください。 
※記念式典・記念講演会・記念祝賀会に参加される方は、お手数ではございますが７月１３
日(月) 迄に参加申込書・会費をご持参の上、当協会本部窓口にてお支払い頂くか、または
下記の口座にお振込みください。お振込み頂く際の振込手数料はご負担願います。 

※お振込み頂く場合は「参加申込書」をＦＡＸ（098-863-3591）してください。 
※参加申込み人数は、１社２名様までといたします。 
※お振込み頂いた会費の返金対応はできかねますので、あらかじめご了承ください。 
○振 込 先：沖縄銀行曙町支店(普)１１４８８８６ ○登録番号:T5360005000095 
○口座名義人：公益社団法人沖縄県トラック協会   
〇問い合わせ先：（公社)沖縄県トラック協会 総務課 ℡ 098-863-0280 
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沖ト協発第４６号 

                                    令和８年６月２６日 

 

貨物運送事業者 各位 

 

                             公益社団法人沖縄県トラック協会  

                                  会  長   新城  英一 

                                    （ 公 印 省 略 ） 

 

引越基本講習の開催について 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会の業務運営等につきまして、格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、引越事業者各実務担当者（見積り・作業・応対・管理者）への標準引越運送約款他関係法令の周

知徹底のための「引越基本講習」を開催いたします。 

受講を希望される方はお申込みいただきますよう、お願い申し上げます。 

敬 具 

記 

 

1. 日   時  令和８年８月１７日（月）１０時００分～１６時００分（予定） 

  受付９時３０分～９時５０分 

 

2. 場   所  〒900-0001 那覇市港町2-5-23（九州沖縄トラック研修会館内） 

         （公社）沖縄県トラック協会 九州沖縄トラック研修会館５階 第1研修室 

 

3. 受講対象者   引越業務実務経験者（予定される方も含む） 

 

4. 講習内容  引越業界の現状について / 標準引越運送約款等の解説 

 

5. 定 員 数  30名 

 

6. 申込方法  別紙の申込書 兼 受講票に必要事項を記入し、令和８年８月３日（月）までにFAX等  

でお申込ください。 

 

7. 受  講  費  協 会 員：２，０００円 / 非協会員：３，５００円 

       ※受講費は当日徴収いたします。 

 

8. 持 ち 物  筆記用具（講習最後にテストを行いますので、赤ペンもご持参下さい。） 

                                              

〔様式１〕

トラック協会 協会コード

※所属協会名を記入して下さい。 ※どちらかに○を付けて下さい

 ※ふりがなを必ず記入して下さい。

 ② 生年月日  ※西暦で記入して下さい。

③ 性　別  ※どちらかに○をして下さい。

　　　④ 事業所名

都道府県

⑥ 電話番号・ＦＡＸ 　　  　　－  　－ － －

　※受講者本人と連絡のつく事業所の電話番号・ＦＡＸ番号を市外局番から記入して下さい。

年 月 日
都 道 府 県

【当日持参して頂くもの】

　□　筆記用具

※当日確認テストを行います。

　自己採点用の赤ペンもご用意下さい。

受講地

公益社団法人全日本トラック協会

 ※通常のパソコンで表示できる範囲の漢字を使用して下さい。

※提出いただいた個人情報については、引越講習修了証発行に係る業務以外には
　使用致しません。また、この書類は返却致しませんのでご了承下さい。

　　　⑤ 事業所住所
〒　　　－　　　

受講日

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

男　性　　　・　　女　性

会社名 営業所／支店名
 ※正式名称で記入して
下さい。

① 氏　名

せい めい
姓 名

0

協会員　 ・　 非協会員

ＮＯ．

（Ａ）引越基本講習　〔申込書 兼 受講票〕 

受講コード
(個人コード)

※受講者本人が、記載漏れの無いよう太枠内①～
⑥に記入して下さい。
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沖ト協発第４６号 

                                    令和８年６月２６日 

 

貨物運送事業者 各位 

 

                             公益社団法人沖縄県トラック協会  

                                  会  長   新城  英一 

                                    （ 公 印 省 略 ） 

 

引越基本講習の開催について 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会の業務運営等につきまして、格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、引越事業者各実務担当者（見積り・作業・応対・管理者）への標準引越運送約款他関係法令の周

知徹底のための「引越基本講習」を開催いたします。 

受講を希望される方はお申込みいただきますよう、お願い申し上げます。 

敬 具 

記 

 

1. 日   時  令和８年８月１７日（月）１０時００分～１６時００分（予定） 

  受付９時３０分～９時５０分 

 

2. 場   所  〒900-0001 那覇市港町2-5-23（九州沖縄トラック研修会館内） 

         （公社）沖縄県トラック協会 九州沖縄トラック研修会館５階 第1研修室 

 

3. 受講対象者   引越業務実務経験者（予定される方も含む） 

 

4. 講習内容  引越業界の現状について / 標準引越運送約款等の解説 

 

5. 定 員 数  30名 

 

6. 申込方法  別紙の申込書 兼 受講票に必要事項を記入し、令和８年８月３日（月）までにFAX等  

でお申込ください。 

 

7. 受  講  費  協 会 員：２，０００円 / 非協会員：３，５００円 

       ※受講費は当日徴収いたします。 

 

8. 持 ち 物  筆記用具（講習最後にテストを行いますので、赤ペンもご持参下さい。） 

                                              

〔様式１〕

トラック協会 協会コード

※所属協会名を記入して下さい。 ※どちらかに○を付けて下さい

 ※ふりがなを必ず記入して下さい。

 ② 生年月日  ※西暦で記入して下さい。

③ 性　別  ※どちらかに○をして下さい。

　　　④ 事業所名

都道府県

⑥ 電話番号・ＦＡＸ 　　  　　－  　－ － －

　※受講者本人と連絡のつく事業所の電話番号・ＦＡＸ番号を市外局番から記入して下さい。

年 月 日
都 道 府 県

【当日持参して頂くもの】

　□　筆記用具

※当日確認テストを行います。

　自己採点用の赤ペンもご用意下さい。

受講地

公益社団法人全日本トラック協会

 ※通常のパソコンで表示できる範囲の漢字を使用して下さい。

※提出いただいた個人情報については、引越講習修了証発行に係る業務以外には
　使用致しません。また、この書類は返却致しませんのでご了承下さい。

　　　⑤ 事業所住所
〒　　　－　　　

受講日

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

男　性　　　・　　女　性

会社名 営業所／支店名
 ※正式名称で記入して
下さい。

① 氏　名

せい めい
姓 名

0

協会員　 ・　 非協会員

ＮＯ．

（Ａ）引越基本講習　〔申込書 兼 受講票〕 

受講コード
(個人コード)

※受講者本人が、記載漏れの無いよう太枠内①～
⑥に記入して下さい。
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                                     沖ト協発第４７号 

                                    令和８年６月２６日 

貨物運送事業者 各位 

                             公益社団法人沖縄県トラック協会  

                                  会  長  新 城  英 一  

                                  （ 公 印 省 略 ） 

引越管理者講習の開催について 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会の業務運営等につきまして、格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、引越事業者各実務担当者（見積り・作業・応対・管理者）への標準引越運送約款他関係法令の周知

徹底のための「引越管理者講習」を開催いたします。 

 また、本講習は、全日本トラック協会が運営しております引越事業者優良認定制度（引越安心マーク）の

申請資格における、“申請するすべての事業所に「引越管理者講習修了者」を配置”のための役割も併せ持

っております。 
 受講を希望される方はお申込みいただきますよう、お願い申し上げます。 

敬 具 

記 

 

1. 日   時  令和８年８月１８日（火）１０時００分～１６時００分（予定） 

  受付９時３０分～９時５０分 

 

2. 場   所  〒900-0001 那覇市港町2-5-23（九州沖縄トラック研修会館内） 

       （公社）沖縄県トラック協会 九州沖縄トラック研修会館5階 第1研修室 

 

3. 受講対象者   平成１７年度以降の全ト協統一形式引越基本講習を受講された方 

  ※２０２２年度以前の引越管理者講習修了者の方は更新が必要になります。 

 

4. 講習内容  引越に係るクレーム相談（全ト協に寄せられた引越相談） 

         見積、請求、延期、破損等について（個人研究・グループ討議） 

 

5. 定 員 数  30名 

 

6. 申込方法  別紙の申込書 兼 受講票に必要事項を記入し、令和8年8月3日（月）までに     

       FAX等でお申し込み下さい。((締締めめ切切りり後後のの受受付付ははいいたたししまませせんん。。))  

 

7. 受  講  費  協 会 員：２，０００円 / 非協会員：３，５００円 

       ※受講費は当日徴収いたします。 

 

8. 持 ち 物  □ 筆記用具  □ 名刺（複数枚） 

         □ (※前日基本講習を受講された方は、講習で使用したテキストをご持参下さい。） 

〔様式２〕

トラック協会 協会コード

※所属協会名を記入して下さい。 ※どちらかに○を付けて下さい

 ※ふりがなを必ず記入して下さい。

② 生年月日  ※西暦で記入して下さい。

③ 性　別  ※どちらかに○をして下さい。

　　　④ 事業所名

都道府県

⑥ 電話番号・ＦＡＸ 　　  　　－  　－ － －

　※受講者本人と連絡のつく事業所の電話番号・ＦＡＸ番号を市外局番から記入して下さい。

年 月 日
都 道 府 県

【当日持参して頂くもの】

　□　筆記用具

　□　名刺

※グループ討議の際、名刺交換致しますので複数枚ご持参下さい。

　□　引越講習テキスト

※前日基本講習を受講されている方は基本講習で使用したテキストをご持参下さい。

協会員　 ・　 非協会員

ＮＯ．

（B）引越管理者講習　〔申込書 兼 受講票〕 

受講コード
(個人コード)

0

① 氏　名

せい めい
姓 名

受講日

          　　　　　年　　　　　月　　　　　日

男　性　　　・　　女　性

会社名 営業所／支店名
 ※正式名称で記入して
下さい。

受講地

公益社団法人全日本トラック協会

 ※通常のパソコンで表示できる範囲の漢字を使用して下さい。

※提出いただいた個人情報については、引越講習修了証発行に係る業務以外には
　使用致しません。また、この書類は返却致しませんのでご了承下さい。

　　　⑤ 事業所住所
　〒　　　－　　　

※受講者本人が、記載漏れの無いよう太枠内①～
⑥に記入して下さい。
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                                     沖ト協発第４７号 

                                    令和８年６月２６日 

貨物運送事業者 各位 

                             公益社団法人沖縄県トラック協会  

                                  会  長  新 城  英 一  

                                  （ 公 印 省 略 ） 

引越管理者講習の開催について 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会の業務運営等につきまして、格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、引越事業者各実務担当者（見積り・作業・応対・管理者）への標準引越運送約款他関係法令の周知

徹底のための「引越管理者講習」を開催いたします。 

 また、本講習は、全日本トラック協会が運営しております引越事業者優良認定制度（引越安心マーク）の

申請資格における、“申請するすべての事業所に「引越管理者講習修了者」を配置”のための役割も併せ持

っております。 
 受講を希望される方はお申込みいただきますよう、お願い申し上げます。 

敬 具 

記 

 

1. 日   時  令和８年８月１８日（火）１０時００分～１６時００分（予定） 

  受付９時３０分～９時５０分 

 

2. 場   所  〒900-0001 那覇市港町2-5-23（九州沖縄トラック研修会館内） 

       （公社）沖縄県トラック協会 九州沖縄トラック研修会館5階 第1研修室 

 

3. 受講対象者   平成１７年度以降の全ト協統一形式引越基本講習を受講された方 

  ※２０２２年度以前の引越管理者講習修了者の方は更新が必要になります。 

 

4. 講習内容  引越に係るクレーム相談（全ト協に寄せられた引越相談） 

         見積、請求、延期、破損等について（個人研究・グループ討議） 

 

5. 定 員 数  30名 

 

6. 申込方法  別紙の申込書 兼 受講票に必要事項を記入し、令和8年8月3日（月）までに     

       FAX等でお申し込み下さい。((締締めめ切切りり後後のの受受付付ははいいたたししまませせんん。。))  

 

7. 受  講  費  協 会 員：２，０００円 / 非協会員：３，５００円 

       ※受講費は当日徴収いたします。 

 

8. 持 ち 物  □ 筆記用具  □ 名刺（複数枚） 

         □ (※前日基本講習を受講された方は、講習で使用したテキストをご持参下さい。） 

〔様式２〕

トラック協会 協会コード

※所属協会名を記入して下さい。 ※どちらかに○を付けて下さい

 ※ふりがなを必ず記入して下さい。

② 生年月日  ※西暦で記入して下さい。

③ 性　別  ※どちらかに○をして下さい。

　　　④ 事業所名

都道府県

⑥ 電話番号・ＦＡＸ 　　  　　－  　－ － －

　※受講者本人と連絡のつく事業所の電話番号・ＦＡＸ番号を市外局番から記入して下さい。

年 月 日
都 道 府 県

【当日持参して頂くもの】

　□　筆記用具

　□　名刺

※グループ討議の際、名刺交換致しますので複数枚ご持参下さい。

　□　引越講習テキスト

※前日基本講習を受講されている方は基本講習で使用したテキストをご持参下さい。

協会員　 ・　 非協会員

ＮＯ．

（B）引越管理者講習　〔申込書 兼 受講票〕 

受講コード
(個人コード)

0

① 氏　名

せい めい
姓 名

受講日

          　　　　　年　　　　　月　　　　　日

男　性　　　・　　女　性

会社名 営業所／支店名
 ※正式名称で記入して
下さい。

受講地

公益社団法人全日本トラック協会

 ※通常のパソコンで表示できる範囲の漢字を使用して下さい。

※提出いただいた個人情報については、引越講習修了証発行に係る業務以外には
　使用致しません。また、この書類は返却致しませんのでご了承下さい。

　　　⑤ 事業所住所
　〒　　　－　　　

※受講者本人が、記載漏れの無いよう太枠内①～
⑥に記入して下さい。
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沖ト協発第３４号 

令和８年６月１日 

 

 会員事業者 各位 

 

 (公社)沖縄県トラック協会  

会 長  新城 英一  

（ 公 印 省 略 ）  

 

優優秀秀運運転転者者顕顕章章候候補補者者のの推推薦薦ににつついいてて（（おお願願いい））  

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会事業運営に格別なるご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、全日本トラック協会長より標記推薦依頼がありますので、「優秀運転者顕章規

程」に基づき、貴事業者の該当者を当協会宛に７７月月２２７７日日((月月))迄迄にご推薦いただきます

ようお願い致します。 

なお、ご推薦いただいた候補者の情報（個人情報）については、優秀運転者顕章表彰

以外には使用致しませんことを申し添えます。 

謹白 

記 

 

１．提出書類   ①「優秀運転者顕章」候補者推薦書 

② 無事故・無違反証明書（コピーやＳＤカードでも可） 

 

２．提出方法   メール等にて７７月月２２７７日日((月月))迄迄にご提出ください。 

         メールアドレス ota.gyoumu@okitora.or.jp 

「「①①優優秀秀運運転転者者顕顕章章候候補補者者推推薦薦書書」」及及びび「「優優秀秀運運転転者者顕顕章章規規定定」」はは、、沖沖縄縄県県トトララ

ッックク協協会会ののホホーームムペペーージジ「「最最新新情情報報一一覧覧」」のの上上部部にに掲掲載載ししてていいまますす。。  

（（使使用用すするる EExxcceell フファァイイルルはは、、形形式式をを変変換換せせずず EExxcceell フファァイイルルののまままま送送付付くくだだささいい））  

  

３．注意事項   ①過去に受章した方は、同じ賞での推薦はできません。 

         ②金十字章を受けた方は、その後に銀十字章を受けることは 

          できません。 

         ③運転免許証番号は必ず確認し、正確に記載してください。 

 

〇お問い合わせ先   (公社)沖縄県トラック協会 業務課 Tel：098-863-0280 

                            Fax：098-863-3591 表彰受賞者

　日　　程：令和８年６月９日（火）～６月 13日（土）　５日間
　場　　所：九州沖縄トラック研修会館（実施医療機関：那覇市医師会）
　受診者数：36事業者　295名

　日　　時：令和８年11月４日（水）予定　　場　　所：九州沖縄トラック研修会館

集団健康診断を実施しました!集団健康診断を実施しました!

令和８年度 沖縄県トラック協会令和８年度 沖縄県トラック協会
各種助成事業説明会を開催各種助成事業説明会を開催

当協会では、各種助成金を多くの会員事業者様に積極的に活用して頂くため、標記説
明会を６月５日（金）に開催し、64名（うちWeb33名）の方が参加しました。
全日本トラック協会及び当協会の各種助成金要綱、申請様式等を当協会ホームページ
に掲載しておりますのでダウンロードしてご利用ください。
また、各種助成金の予算には限りがあり予算に達しますと申請期限を待たず受付を終
了しますのでお早めの申請をお願い致します。

受講の様子

各種助成事業
説明会

 次回予定！
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沖ト協発第３４号 

令和８年６月１日 

 

 会員事業者 各位 

 

 (公社)沖縄県トラック協会  

会 長  新城 英一  

（ 公 印 省 略 ）  

 

優優秀秀運運転転者者顕顕章章候候補補者者のの推推薦薦ににつついいてて（（おお願願いい））  

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会事業運営に格別なるご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、全日本トラック協会長より標記推薦依頼がありますので、「優秀運転者顕章規

程」に基づき、貴事業者の該当者を当協会宛に７７月月２２７７日日((月月))迄迄にご推薦いただきます

ようお願い致します。 

なお、ご推薦いただいた候補者の情報（個人情報）については、優秀運転者顕章表彰

以外には使用致しませんことを申し添えます。 

謹白 

記 

 

１．提出書類   ①「優秀運転者顕章」候補者推薦書 

② 無事故・無違反証明書（コピーやＳＤカードでも可） 

 

２．提出方法   メール等にて７７月月２２７７日日((月月))迄迄にご提出ください。 

         メールアドレス ota.gyoumu@okitora.or.jp 

「「①①優優秀秀運運転転者者顕顕章章候候補補者者推推薦薦書書」」及及びび「「優優秀秀運運転転者者顕顕章章規規定定」」はは、、沖沖縄縄県県トトララ

ッックク協協会会ののホホーームムペペーージジ「「最最新新情情報報一一覧覧」」のの上上部部にに掲掲載載ししてていいまますす。。  

（（使使用用すするる EExxcceell フファァイイルルはは、、形形式式をを変変換換せせずず EExxcceell フファァイイルルののまままま送送付付くくだだささいい））  

  

３．注意事項   ①過去に受章した方は、同じ賞での推薦はできません。 

         ②金十字章を受けた方は、その後に銀十字章を受けることは 

          できません。 

         ③運転免許証番号は必ず確認し、正確に記載してください。 

 

〇お問い合わせ先   (公社)沖縄県トラック協会 業務課 Tel：098-863-0280 

                            Fax：098-863-3591 表彰受賞者

　日　　程：令和８年６月９日（火）～６月 13日（土）　５日間
　場　　所：九州沖縄トラック研修会館（実施医療機関：那覇市医師会）
　受診者数：36事業者　295名

　日　　時：令和８年11月４日（水）予定　　場　　所：九州沖縄トラック研修会館

集団健康診断を実施しました!集団健康診断を実施しました!

令和８年度 沖縄県トラック協会令和８年度 沖縄県トラック協会
各種助成事業説明会を開催各種助成事業説明会を開催

当協会では、各種助成金を多くの会員事業者様に積極的に活用して頂くため、標記説
明会を６月５日（金）に開催し、64名（うちWeb33名）の方が参加しました。
全日本トラック協会及び当協会の各種助成金要綱、申請様式等を当協会ホームページ
に掲載しておりますのでダウンロードしてご利用ください。
また、各種助成金の予算には限りがあり予算に達しますと申請期限を待たず受付を終
了しますのでお早めの申請をお願い致します。

受講の様子

各種助成事業
説明会

 次回予定！



 
 

事 務 連 絡 
令和 8年 6月１２日 

会員事業者 各位 
 

公益社団法人沖縄県トラック協会 
会 長  新 城  英 一 
（ 公 印 省 略 ） 

 
中東情勢を受けたトラック事業者の燃料費・原材料費の 

価格転嫁に関する重点調査について（依頼） 
 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の事業運営に格別のご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 さて、今般の中東情勢の変化に伴い、軽油をはじめとする燃料価格及び原材料費の価格
上昇については、適切な価格転嫁が不可欠であることから、令和 8年 3月 27 日に国土交
通大臣、中小企業庁長官及び公正取引委員会委員長から燃料に関する価格転嫁の徹底につ
いて荷主や元請事業者に対する要請が行われていますが、その後の石油関連製品（エンジ
ンオイル・尿素水・ストレッチフィルム）の状況にも鑑み、国土交通省及び公益社団法人
全日本トラック協会より、標記の重点調査の依頼がございますので、業務ご多忙の中恐縮
ではございますが、ご協力のほどお願いいたします。 

敬具 
 

記 
 
１．調査期間：当面の間 
２．調査内容：中東情勢における燃料費・原材料高騰分の価格転嫁の状況について 
３．報告方法：Microsoft Foms より報告 

※Microsoft Foms へのアクセスは下記QRコードより 
                      QR コード： 
 
 
 
 

 
 

以上 
◇本件お問い合わせ先 
（公社）沖縄県トラック協会 適正化事業課 電話：098-863-0280 

潤滑油（エンジン油や機械油など）を
購入予定のトラック事業者の皆様へのお願い

一時的な需給逼迫防止のため、
前年同月比同量を基本とした購入に
ご協力をお願いします。

調達についてお困りの場合は、
QRコードの国土交通省（ト
ラック事業者様向けイラン情
勢を受けた石油関連製品に
関する相談フォーム）まで、
情報提供をお願いします。

１

2

潤滑油については、日本全体で、昨年とほぼ同量の
供給を確保できています。一方、一部で前年を超える
購入が行われることで供給に偏りや遅れが生じています。

ついては、下記についてご協力お願いします。

※潤滑油は、危険物に該当する場合があります。一
定量以上の危険物を所有する場合、法律や条例
に基づき、所轄の消防署への申請又は届出、安
全対策が必要となります。
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事 務 連 絡 
令和 8年 6月１２日 

会員事業者 各位 
 

公益社団法人沖縄県トラック協会 
会 長  新 城  英 一 
（ 公 印 省 略 ） 

 
中東情勢を受けたトラック事業者の燃料費・原材料費の 

価格転嫁に関する重点調査について（依頼） 
 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の事業運営に格別のご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 さて、今般の中東情勢の変化に伴い、軽油をはじめとする燃料価格及び原材料費の価格
上昇については、適切な価格転嫁が不可欠であることから、令和 8年 3月 27 日に国土交
通大臣、中小企業庁長官及び公正取引委員会委員長から燃料に関する価格転嫁の徹底につ
いて荷主や元請事業者に対する要請が行われていますが、その後の石油関連製品（エンジ
ンオイル・尿素水・ストレッチフィルム）の状況にも鑑み、国土交通省及び公益社団法人
全日本トラック協会より、標記の重点調査の依頼がございますので、業務ご多忙の中恐縮
ではございますが、ご協力のほどお願いいたします。 

敬具 
 

記 
 
１．調査期間：当面の間 
２．調査内容：中東情勢における燃料費・原材料高騰分の価格転嫁の状況について 
３．報告方法：Microsoft Foms より報告 

※Microsoft Foms へのアクセスは下記QRコードより 
                      QR コード： 
 
 
 
 

 
 

以上 
◇本件お問い合わせ先 
（公社）沖縄県トラック協会 適正化事業課 電話：098-863-0280 

潤滑油（エンジン油や機械油など）を
購入予定のトラック事業者の皆様へのお願い

一時的な需給逼迫防止のため、
前年同月比同量を基本とした購入に
ご協力をお願いします。

調達についてお困りの場合は、
QRコードの国土交通省（ト
ラック事業者様向けイラン情
勢を受けた石油関連製品に
関する相談フォーム）まで、
情報提供をお願いします。

１

2

潤滑油については、日本全体で、昨年とほぼ同量の
供給を確保できています。一方、一部で前年を超える
購入が行われることで供給に偏りや遅れが生じています。

ついては、下記についてご協力お願いします。

※潤滑油は、危険物に該当する場合があります。一
定量以上の危険物を所有する場合、法律や条例
に基づき、所轄の消防署への申請又は届出、安
全対策が必要となります。
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区　分 重点
調査
件数

(否)
件数

(否)
割合(%)

ワースト
順位

Ⅰ．事業計画等 1 主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。 115 11 9.6
2 営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。 115 8 7
3 自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。 115 19 16.5 ⑩
4 乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適正か。 115 14 12.2
5 乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。 115 7 6.1

6 届出事項に変更はないか（役員・社員・特定事業者に係る運送の需要者の名
称変更等）。（本社巡回に限る。） 71 0 0

7 自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）はないか。 91 1 1.1
8 名義貸し、事業の貸渡し等はないか。 91 0 0

Ⅱ．帳票類の整備、報告等 1 事故記録が適正に記録され、保存されているか。 43 3 7
2 自動車事故報告書を提出しているか。 3 0 0
3 運転者台帳が適正に記入等され、保存されているか。 115 16 13.9
4 車両台帳が整備され、適正に記入等されているか。 115 8 7
5 事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか（本社巡回に限る。）。 76 12 15.8

Ⅲ．運行管理等 1 運行管理規程が定められているか。 115 10 8.7
○ 2 運行管理者が選任され、届出されているか。 91 9 9.9

3 運行管理者に所定の講習を受けさせているか。 91 15 16.5
4 事業計画に従い、必要な運転者を確保しているか。 91 6 6.6

○ 5 過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これを基に乗務割りが作成
され、休憩時間、睡眠のための時間が適正に管理されているか。 115 29 25.2 ⑦

☆ 6 過積載による運送を行っていないか。 90 0 0
○ 7 点呼の実施及びその記録、保存は適正か。 115 42 36.5 ④

8 乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。 115 13 11.3
☆ 9 運行記録計による記録及びその保存・活用は適正か。 102 26 25.5 ⑥

10 運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。 2 1 50
○ 11 乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。 115 45 39.1 ③
○ 12 特定の運転者に対して特別な指導を行っているか。 93 47 50.5 ①
○ 13 特定の運転者に対して適性診断を受けさせているか。 93 23 24.7 ⑧

Ⅳ．車両管理等 1 整備管理規程が定められているか。 93 5 5.4
○ ※ 2 整備管理者が選任され、届出されているか。 93 7 7.5

3 整備管理者に所定の講習を受けさせているか。 93 11 11.8
4 日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適正に行っているか。 114 28 24.6 ⑨

○ 5 定期点検基準を作成し、これに基づき、適正に点検・整備を行い、点検整備
記録簿等が保存されているか。 115 39 33.9 ⑤

Ⅴ．労基法等 1 就業規則が制定され、届出されているか。 67 9 13.4
2 ３６協定が締結され、届出されているか。 88 11 12.5
3 労働時間、休日労働について違法性はないか（運転時間を除く）。 91 12 13.2

○ 4 所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。 113 50 44.2 ②
Ⅵ．法定福利 1 労災保険・雇用保険に加入しているか。 102 10 9.8

2 健康保険・厚生年金保険に加入しているか。 95 1 1.1

Ⅶ．運輸安全マネジメント 1 運輸安全マネジメントの実施は適正か。 91 13 14.3
　　　※印は、保有車両に乗車定員11人以上のバス型霊柩車がある霊柩事業者の場合、1両でも整備管理者の選任が必要である。（道路運送車両法第50条）

調　　査　　事　　項
（＊印は「特別積合せ」のみの調査事項，☆印は霊柩事業者は除外する）

令和7年度　適正化事業・指導項目別調査結果

集計期間　令和７年４月１日～令和８年３月３１日

1 20.43%
2 19.35%

3 17.20%

1 13.27%
1 13.27%
3 12.39%

1 24.35%
2 9.57%
3 5.22%

1 21.51%
2 12.90%
3 9.14%

1 22.14%
2 17.56%
3 12.21%

1 15.51%
2 6.95%
3 5.35%

1 21.95%
2 20.98%
3 10.73%

1 17.11%
2 13.16%
3 9.87%

1 15.08%
2 5.90%
3 4.26%

指導項目別調査結果（過去３年間ワースト10）
令和8年6月12日

受診対象者未実施
関係書類未提示
新雇用者健診未実施

乗務員教育

全運転者への指導未実施
一部不足・漏れに該当しない粗雑記載等

告示１２項目一部未実施

健康診断

受診対象者未実施
関係書類未提示

検知器常時有効使用不可

（初任者）指導未実施

（初任者）指導未実施

受診対象者未実施
関係書類未提示
新雇用者健診未実施

点呼
不適切な実施
セルフ点呼の実施

検知器常時有効使用不可
セルフ点呼の実施

特定運転者教育
初任者事故歴把握なし
（高齢者）指導未実施

健康診断

特定運転者教育

令和7年度ワースト10

令和6年度ワースト10

令和5年度ワースト10

ワースト3の「否」の詳細

ワースト3の「否」の詳細

ワースト3の「否」の詳細

（高齢者）指導未実施
初任者事故歴把握なし
（初任者）指導未実施

点呼

不適切な実施

検査項目不足

特定運転者教育

初任者事故歴把握なし
（高齢者）指導未実施

健康診断

16.5%
24.6%
24.7%
25.2%
25.5%

33.9%
36.5%
39.1%

44.2%
50.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

車庫の位置及び収容能力

日常点検

特定運転者適性診断

過労防止

運行記録計

定期点検

点呼

乗務員教育

健康診断

特定運転者教育

22.5%
26.0%
27.3%
28.9%
28.9%

33.3%
38.0%

43.3%
44.3%

51.1%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%

車庫の位置及び収容能力

特定運転者適性診断

日常点検

運行記録計

過労防止

運行指示書

乗務員教育

点呼

特定運転者教育

健康診断

20.1%
20.2%
20.5%
20.7%
21.8%

25.5%
28.5%

37.4%
46.7%
49.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

運行記録計

運輸安全マネジメント

運行管理規程

過労防止

整備管理規程

特定運転者適性診断

定期点検

点呼

健康診断

特定運転者教育
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区　分 重点
調査
件数

(否)
件数

(否)
割合(%)

ワースト
順位

Ⅰ．事業計画等 1 主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。 115 11 9.6
2 営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。 115 8 7
3 自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。 115 19 16.5 ⑩
4 乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適正か。 115 14 12.2
5 乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。 115 7 6.1

6 届出事項に変更はないか（役員・社員・特定事業者に係る運送の需要者の名
称変更等）。（本社巡回に限る。） 71 0 0

7 自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）はないか。 91 1 1.1
8 名義貸し、事業の貸渡し等はないか。 91 0 0

Ⅱ．帳票類の整備、報告等 1 事故記録が適正に記録され、保存されているか。 43 3 7
2 自動車事故報告書を提出しているか。 3 0 0
3 運転者台帳が適正に記入等され、保存されているか。 115 16 13.9
4 車両台帳が整備され、適正に記入等されているか。 115 8 7
5 事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか（本社巡回に限る。）。 76 12 15.8

Ⅲ．運行管理等 1 運行管理規程が定められているか。 115 10 8.7
○ 2 運行管理者が選任され、届出されているか。 91 9 9.9

3 運行管理者に所定の講習を受けさせているか。 91 15 16.5
4 事業計画に従い、必要な運転者を確保しているか。 91 6 6.6

○ 5 過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これを基に乗務割りが作成
され、休憩時間、睡眠のための時間が適正に管理されているか。 115 29 25.2 ⑦

☆ 6 過積載による運送を行っていないか。 90 0 0
○ 7 点呼の実施及びその記録、保存は適正か。 115 42 36.5 ④

8 乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。 115 13 11.3
☆ 9 運行記録計による記録及びその保存・活用は適正か。 102 26 25.5 ⑥

10 運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。 2 1 50
○ 11 乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。 115 45 39.1 ③
○ 12 特定の運転者に対して特別な指導を行っているか。 93 47 50.5 ①
○ 13 特定の運転者に対して適性診断を受けさせているか。 93 23 24.7 ⑧

Ⅳ．車両管理等 1 整備管理規程が定められているか。 93 5 5.4
○ ※ 2 整備管理者が選任され、届出されているか。 93 7 7.5

3 整備管理者に所定の講習を受けさせているか。 93 11 11.8
4 日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適正に行っているか。 114 28 24.6 ⑨

○ 5 定期点検基準を作成し、これに基づき、適正に点検・整備を行い、点検整備
記録簿等が保存されているか。 115 39 33.9 ⑤

Ⅴ．労基法等 1 就業規則が制定され、届出されているか。 67 9 13.4
2 ３６協定が締結され、届出されているか。 88 11 12.5
3 労働時間、休日労働について違法性はないか（運転時間を除く）。 91 12 13.2

○ 4 所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。 113 50 44.2 ②
Ⅵ．法定福利 1 労災保険・雇用保険に加入しているか。 102 10 9.8

2 健康保険・厚生年金保険に加入しているか。 95 1 1.1

Ⅶ．運輸安全マネジメント 1 運輸安全マネジメントの実施は適正か。 91 13 14.3
　　　※印は、保有車両に乗車定員11人以上のバス型霊柩車がある霊柩事業者の場合、1両でも整備管理者の選任が必要である。（道路運送車両法第50条）

調　　査　　事　　項
（＊印は「特別積合せ」のみの調査事項，☆印は霊柩事業者は除外する）

令和7年度　適正化事業・指導項目別調査結果

集計期間　令和７年４月１日～令和８年３月３１日

1 20.43%
2 19.35%

3 17.20%

1 13.27%
1 13.27%
3 12.39%

1 24.35%
2 9.57%
3 5.22%

1 21.51%
2 12.90%
3 9.14%

1 22.14%
2 17.56%
3 12.21%

1 15.51%
2 6.95%
3 5.35%

1 21.95%
2 20.98%
3 10.73%

1 17.11%
2 13.16%
3 9.87%

1 15.08%
2 5.90%
3 4.26%

指導項目別調査結果（過去３年間ワースト10）
令和8年6月12日

受診対象者未実施
関係書類未提示
新雇用者健診未実施

乗務員教育

全運転者への指導未実施
一部不足・漏れに該当しない粗雑記載等

告示１２項目一部未実施

健康診断

受診対象者未実施
関係書類未提示

検知器常時有効使用不可

（初任者）指導未実施

（初任者）指導未実施

受診対象者未実施
関係書類未提示
新雇用者健診未実施

点呼
不適切な実施
セルフ点呼の実施

検知器常時有効使用不可
セルフ点呼の実施

特定運転者教育
初任者事故歴把握なし
（高齢者）指導未実施

健康診断

特定運転者教育

令和7年度ワースト10

令和6年度ワースト10

令和5年度ワースト10

ワースト3の「否」の詳細

ワースト3の「否」の詳細

ワースト3の「否」の詳細

（高齢者）指導未実施
初任者事故歴把握なし
（初任者）指導未実施

点呼

不適切な実施

検査項目不足

特定運転者教育

初任者事故歴把握なし
（高齢者）指導未実施

健康診断

16.5%
24.6%
24.7%
25.2%
25.5%

33.9%
36.5%
39.1%

44.2%
50.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

車庫の位置及び収容能力

日常点検

特定運転者適性診断

過労防止

運行記録計

定期点検

点呼

乗務員教育

健康診断

特定運転者教育

22.5%
26.0%
27.3%
28.9%
28.9%

33.3%
38.0%

43.3%
44.3%

51.1%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%

車庫の位置及び収容能力

特定運転者適性診断

日常点検

運行記録計

過労防止

運行指示書

乗務員教育

点呼

特定運転者教育

健康診断

20.1%
20.2%
20.5%
20.7%
21.8%

25.5%
28.5%

37.4%
46.7%
49.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

運行記録計

運輸安全マネジメント

運行管理規程

過労防止

整備管理規程

特定運転者適性診断

定期点検

点呼

健康診断

特定運転者教育
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1

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
中
小
企
業
事
業
者
が
対
象
で
す
(中

小
企
業
事
業
者
の
範
囲
は
５
ペ
ー
ジ
の
【
参
考
】
を
参
照
)。

・
１
年
以
上
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

・
役
員
を
除
き
、
自
社
の
労
災
保
険
適
用
の
高
年
齢
労
働
者
（
6
0
歳
以
上
）
が
常
時
１
名
以
上
就
労
し
て
い
る
こ
と

令
和
８
年
度
（
２
０
２
６
年
度
）
版

中
小
企
業
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
設
備
改
善
や
専
門
家
に
よ
る
指
導
な
ど
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

高
年
齢
労
働
者
の
雇
用
状
況
や
対
策
・
取
組
の
計
画
を
審
査
の
上
、
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
全
て
の
申
請
者
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
の
前
に
、
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
Q
＆
A
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
→

「
令
和
８
年
度
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
」
の
ご
案
内

厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

一
般
社
団
法
人

日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

第
１
段
階

A
.労

働
安
全
衛
生
に
係
る
専
門
家
に
よ
る

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

【
補
助
対
象
】

労
働
安
全
衛
生
に
係
る
外
部
専
門
家
に
よ
る
、

高
年
齢
労
働
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
経
費

補
助
率
：
４
／
５

上
限
額
：
1
0
0
万
円

(B
、
C
の
間
接
補
助
金
額
を
含
む
)

(消
費
税
を
除
く
)

※
外
部
専
門
家
の
代
わ
り
に
、
自
社
の
安
全
衛

生
担
当
者
に
よ
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
右
記
の

第
２
段
階
の
申
請
か
ら
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
（
そ
の
場
合
は
第
１
段
階
の
申
請
は
不
要

で
す
）
。

第
１
段
階
の
申
請
期
間
は
、

令
和
８
年
８
月
3
1
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
２
段
階

B
.リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
高
年
齢
労
働

者
の
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
そ

の
他
の
労
働
災
害
防
止
対
策
（
熱
中
症
対
策
は
除
く
）

【
補
助
対
象
】

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
高
年
齢
労
働
者

の
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
そ
の
他
の

労
働
災
害
防
止
対
策
に
要
す
る
経
費

（
対
象
の
高
年
齢
労

働
者
（
役
員
、
派
遣
労
働
者
を
除
く
）
が
補
助
対
象
に
係
る

業
務
に
就
い
て
い
る
こ
と
。
）

補
助
率
：
１
／
２

上
限
額
：
1
0
0
万
円
（
A
、
C
の
間
接
補
助
金
額
を
含
む
。
）

（
消
費
税
を
除
く
）

Ⅰ
専
門
家
総
合
対
策
コ
ー
ス
（
職
場
環
境
改
善
・
運
動
指
導
等
）

以
下
の
第
1
段
階
と
第
2
段
階
に
分
か
れ
た
申
請
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
】
対
象
】

暑
熱
な
環
境
に
よ
る
熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
装
置
・
装
備
の
導
入
に
要
す
る
経
費

Ⅱ
熱
中
症
対
策
コ
ー
ス

【
補
助
率
：
１
／
２

上
限
額
１
０
０
万
円

（
消
費
税
を
除
く
）
】

【
補
助
対
象
】
対
象
】

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
等
の
労
働
者
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
取
組

（
保
険
者
へ
の
健
康
診
断
結
果
の
デ
ー
タ
提
供
を
含
む
）
に
要
す
る
経
費

Ⅲ
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス

【
補
助
率
：
３
／
４

上
限
額

３
０
万
円

（
消
費
税
を
除
く
）
】

第
２
段
階

C
.リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
高
年
齢
労
働

者
を
含
む
全
て
の
労
働
者
の
転
倒
防
止
・
腰
痛
予
防
の

た
め
の
運
動
指
導
等
の
取
組

【
補
助
対
象
】

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
労
働
者
の
身
体

機
能
低
下
に
よ
る
転
倒
や
腰
痛
を
防
止
す
る
た
め
、
専
門
家

等
に
よ
る
身
体
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
運
動
指
導
等
に
要
す

る
経
費
（
役
員
、
派
遣
労
働
者
を
除
く
労
働
者
に
対
す
る
取

組
に
要
す
る
経
費
に
限
り
ま
す
。
）

補
助
率
：
１
／
２

上
限
額
：
1
0
0
万
円
（
A
、
B
の
間
接
補
助
金
額
を
含
む
）

（
消
費
税
を
除
く
）

補
助
金
申
請
受
付
期
間

令
和
８
年
５
月
2
0
日
(水

)～
1
0
月
3
1
日
(土

)
た
だ
し
、
専
門
家
総
合
対
策
コ
ー
ス
の
第
１
段
階
の
申
請
期
限
は
８
月
3
1
日
（
月
）

【
注
意
】
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付
期
間
の
途
中
で
あ
っ
て
も
申
請
受
付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2

② 審 査

⑤ 補 助 対 象 の 取 組

（ 熱 中 症 対 策 、

コ ラ ボ ヘ ル ス ）

の 実 施 、 完 了

⑥ 事 業 者 が 支 払 請

求 書 類 を 提 出

⑦ 補 助 金 確 定

⑧ 補 助 金 支 払

■
は

事
業

者
が

実
施

し
ま

す
。

■
は

事
務

セ
ン

タ
ー

が
実

施
し

ま
す

。
約

２
カ

月

熱
中
症
対
策
コ
ー
ス
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス
の
補
助
金
申
請
の
流
れ

※
 安

全
衛

生
の

専
門

家
に

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

依
頼

す
る

場
合

は
、

「
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

関
係

」
と

「
労

働
災

害
防

止
対

策
関

係
」

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
交

付
申

請
が

必
要

で
す

（
そ

れ
ぞ

れ
審

査
、

交
付

決
定

の
手

続
が

あ
り

ま
す

）
。

※
補

助
金

の
支

給
請

求
（

経
費

の
精

算
）

は
、

「
⓬

事
業

者
が

支
払

請
求

書
類

提
出

」
の

際
に

、
「

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
関

係
」

と
「

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

」
の

書
類

を
一

括
し

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
「

⑥
専

門
家

が
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

実
施

結
果

証
明

書
を

事
業

者
に

発
行

」
後

に
、

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

の
取

組
を

実
施

し
な

い
こ

と
に

し
た

場
合

や
、

「
❽

審
査

」
の

結
果

、
労

働
災

害
防

止
対

策
関

係
の

補
助

に
つ

い
て

不
交

付
の

決
定

を
さ

れ
た

場
合

は
、

「
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

関
係

」
の

み
補

助
金

の
支

払
請

求
（

精
算

）
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

専
門
家
総
合
対
策
（
職
場
環
境
改
善
・
運
動
指
導
等
）

コ
ー
ス
の
補
助
金
申
請
の
流
れ

■
は

事
業

者
が

実
施

し
ま

す
。

■
専

門
家

が
実

施
し

ま
す

。
■

は
事

務
セ

ン
タ

ー
が

実
施

し
ま

す
。

第
１
段
階

第
２
段
階

精
算
関
係

① 事 業 者 が 交 付 申 請 書 類 を 提 出

（ リ ス ク ア セ ス メ ン ト 実 施 計 画

や 経 費 の 見 積 等 を 添 付 ）

② 審 査

③ 交 付 決 定

④ 事 業 者 が 業 者 に 発 注

（ リ ス ク ア セ ス メ ン ト 関 係 ）

⑤ 専 門 家 が リ ス ク ア セ ス メ ン ト

を 実 施 ・ 完 了

⑥ 専 門 家 が リ ス ク ア セ ス メ ン ト

実 施 結 果 書 を 事 業 者 に 発 行

❽ 審 査

❾ 交 付 決 定

❿ 事 業 者 が 業 者 に 発 注

（ 労 働 災 害 防 止 対 策 関 係 ）

⓫ 補 助 対 象 の 取 組 （ 機 器 等 の 導

入 ・ 工 事 の 施 工 、 運 動 指 導

等 ） の 実 施 、 完 了

⓬ 事 業 者 が 支 払 請 求 書 類 を 提 出

⓭ 補 助 金 確 定

⓮ 補 助 金 支 払

❼ 事 業 者 が 交 付 申 請 書 類 を 提 出

（ ⑥ の リ ス ク ア セ ス メ ン ト 結 果

を も と に 、 労 働 災 害 防 止 対 策

の 実 施 計 画 や 見 積 等 を 添 付 ）

「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
関
係
」
の
み
の
精
算
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

が
不

交
付

決
定

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

を
実

施
し

な
い約

２
カ

月

約
１

カ
月

必
ず
③
の
後
に
開
始

必
ず
❾
の
後
に
開
始

① 事 業 者 が 交 付 申

請 書 類 を 提 出

④ 事 業 者 が 業 者 に

発 注

必
ず
③
の
後
に
開
始

※
共

通
の

注
意

事
項

※

・
こ

の
補

助
金

の
交

付
を

受
け

る
た

め
に

は
、

補
助

金
の

交
付

申
請

後
、

審
査

を
経

て
「

交
付

決
定

」
さ

れ
た

後
に

、
決

定
に

従
っ

て
取

組
を

開
始

（
専

門
家

に
よ

る
指

導
、

機
器

の
購

入
、

設
備

等
の

工
事

を
発

注
）

し
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

交
付

決
定

日
よ

り
前

に
取

組
を

開
始

（
発

注
）

し
て

い
た

場
合

は
、

補
助

金
を

お
支

払
い

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

の
で

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
・

ま
た

、
交

付
決

定
を

受
け

た
取

組
の

す
べ

て
が

完
了

す
る

前
（

着
手

時
点

な
ど

）
に

業
者

等
に

代
金

等
を

支
払

っ
た

場
合

（
い

わ
ゆ

る
「

前
払

い
」

）
に

つ
い

て
も

、
補

助
金

を
お

支
払

い
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

交
付

決
定

を
受

け
た

取
組

の
す

べ
て

が
完

了
し

た
後

に
業

者
に

代
金

等
を

支
払

い
、

そ
の

上
で

、
期

限
ま

で
に

実
施

報
告

と
補

助
金

の
支

払
い

申
請

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

③ 交 付 決 定

【
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
自
社
で
実
施
す
る
場
合
】

①
事
業
者
に
お
い
て
、
自
社
の
安
全
衛
生
担
当
者

等
に
よ
り
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

❼
の
交
付
申
請
書
提
出
へ

【
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
外
部
専
門
家
に
依
頼
す
る
場
合
】

3

労
働

者
の

転
倒

災
害

（
業

務
中

の
転

倒
に

よ
る

重
傷

）
を

防
止

し
ま

し
ょ

う
検

索

（
U

R
L 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.j

p
/c

o
n
te

n
t/

0
0
1
1
0
1
2
9
9
.p

d
f

）

Ⅰ
専

門
家

総
合

対
策

コ
ー

ス
（

職
場

環
境

改
善

・
運

動
指

導
等

）
【

対
象

：
6

0
歳

以
上

の
労

働
者

】

6
0

歳
以

上
の

高
年

齢
労

働
者

が
安

全
に

働
く

こ
と

が
で

き
る

環
境

の
整

備
の

た
め

、
労

働
安

全
衛

生
に

係
る

専
門

家
等

に
よ

る
、

高
年

齢
労

働
者

の
特

性
を

考
慮

し
た

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

受
け

る
に

当
た

っ
て

必
要

な
経

費
と

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
実

施
す

る
優

先
順

位
の

高
い

リ
ス

ク
の

低
減

措
置

（
機

器
等

の
導

入
や

工
事

の
施

工
等

）
及

び
専

門
家

（
※

）
に

よ
る

身
体

機
能

の
チ

ェ
ッ

ク
及

び
専

門
家

に
よ

る
運

動
指

導
に

要
す

る
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

第
1

段
階

（
労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
に

よ
り

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

場
合

）

Ａ
．

労
働

安
全

衛
生

に
係

る
専

門
家

に
よ

る
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施
労

働
安

全
衛

生
に

係
る

専
門

家
に

よ
る

、
高

年
齢

労
働

者
の

特
性

を
考

慮
し

た
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
受

け
る

に
当

た
っ

て
必

要
な

経
費

を
補

助
し

ま
す

。

外
部

専
門

家
の

代
わ

り
に

、
自

社
の

安
全

衛
生

担
当

者
等

（
安

全
管

理
者

、
衛

生
管

理
者

、
安

全
衛

生
推

進
者

、
衛

生
推

進
者

等
。

事
業

主
が

兼
任

可
能

）
に

よ
る

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

し
て

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
以

下
の

第
2
段

階
の

申
請

を
行

う

こ
と

も
可

能
で

す
。

こ
の

場
合

は
、

第
１

段
階

の
申

請
は

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

第
２

段
階

か
ら

申
請

し
て

く
だ

さ
い

。

第
2

段
階

（
職

場
環

境
改

善
の

取
組

）

B
．

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

結
果

を
踏

ま
え

た
高

年
齢

労
働

者
の

身
体

機
能

の
低

下
を

補
う

設
備

・
装

置
の

導
入

そ
の

他
の

労
働

災
害

防
止

対
策

に
要

す
る

経
費

•
高

年
齢

労
働

者
の

具
体

的
な

労
働

災
害

防
止

対
策

が
分

か
ら

な
い

。

•
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
正

し
い

実
施

方
法

が
分

か
ら

な
い

。

事 業 主

•
高

年
齢

労
働

者
の

特
性

に
配

慮
し

た
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
た

優
先

順
位

の
高

い
労

働
災

害
防

止
対

策
を

提
案

し
ま

す
。

専 門 家

（
ア

）
転

倒
・

墜
落

災
害

防
止

対
策

作
業

場
所

の
床

や
通

路
の

つ
ま

ず
き

防
止

の
た

め
の

対
策

(作
業

場
所

の
床

や
通

路
の

段
差

解
消

)

作
業

場
所

の
床

や
通

路
の

滑
り

防
止

の
た

め
の

対
策

（
水

場
等

へ
の

防
滑

性
能

の
高

い
床

材
・

グ
レ

ー
チ

ン
グ

等
の

導
入

、
凍

結
防

止
装

置
の

導
入

）

転
倒

時
の

け
が

の
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
設

備
・

装
備

の
導

入

階
段

の
踏

み
面

へ
の

滑
り

防
止

対
策

階
段

へ
の

手
す

り
の

設
置

高
所

作
業

台
の

導
入

（
自

走
式

は
含

ま
ず

。
床

面
か

ら
２

ｍ
未

満
の

物
）

階
段

へ
の

手
す

り
の

設
置

転
倒

防
止

対
策

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

従
業

員
通

路
へ

の
凍

結
防

止
装

置
の

導
入

水
場

に
お

け
る

防
滑

性
能

の
高

い
床

材
等

の
導

入

滑
り

に
く

い
グ

レ
ー

チ
ン

グ
の

導
入

防
滑

性
能

の
高

い
床

材
の

施
工

（
イ

）
重

量
物

取
扱

い
や

介
護

作
業

に
お

け
る

労
働

災
害

防
止

対
策

（
動

作
の

反
動

・
無

理
な

動
作

対
策

）

不
自

然
な

作
業

姿
勢

を
解

消
す

る
た

め
の

作
業

台
等

の
設

置

重
量

物
搬

送
機

器
・

リ
フ

ト
の

導
入

（
乗

用
タ

イ
プ

は
含

ま
ず

）

重
筋

作
業

を
補

助
す

る
ア

シ
ス

ト
ス

ー
ツ

の
導

入

介
護

に
お

け
る

移
乗

介
助

の
際

の
身

体
的

負
担

を
軽

減
す

る
機

器
の

導
入

介
護

に
お

け
る

入
浴

介
助

の
際

の
身

体
的

負
担

を
軽

減
す

る
機

器
の

導
入

介
護

職
員

の
身

体
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

介
護

技
術

(ノ
ー

リ
フ

ト
ケ

ア
)の

修
得

の
た

め
の

教
育

の
実

施

重
量

物
搬

送
機

器
の

導
入

ア
シ

ス
ト

ス
ー

ツ
の

導
入

移
乗

介
助

サ
ポ

ー
ト

機
器

の
導

入

●
具

体
的

に
は

、
次

の
よ

う
な

労
働

災
害

防
止

対
策

の
取

組
が

対
象

と
な

り
ま

す
●

（
ウ

）
そ

の
他

の
高

年
齢

労
働

者
の

労
働

災
害

防
止

対
策

業
務

用
車

両
へ

の
踏

み
間

違
い

防
止

装
置

の
導

入

★
対

象
の

高
年

齢
労

働
者

が
補

助
対

象
に

係
る

業
務

に
就

い
て

い
る

こ
と

が
条

件
で

す
。

★
個

人
が

着
用

す
る

機
器

や
装

備
（

例
え

ば
ア

シ
ス

ト
ス

ー
ツ

等
）

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
対

策
に

関
わ

る
高

年
齢

労
働

者
の

人
数

分
に

限
り

補
助

し
ま

す
。

★
機

器
を

複
数

の
作

業
場

所
で

利
用

す
る

場
合

で
も

、
補

助
は

機
器

を
使

用
す

る
高

年
齢

労
働

者
の

人
数

分
が

上
限

と
な

り
ま

す
。

※
 労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
と

は
・

・
・

労
働

安
全

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

衛
生

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

災
害

防
止

団
体

法
（

昭
和

3
9
年

法
律

第
1
1
8
号

）
第

1
2
条

に
規

定
す

る
安

全
管

理
士

又
は

衛
生

管
理

士

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

様
式

は
H

P
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。

H
P
の

参
考

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

→

4

※
 専

門
家

と
は

・
・

・
理

学
療

法
士

、
健

康
運

動
指

導
士

等

※
注

意
事

項
※

・
転

倒
防

止
、

腰
痛

予
防

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
申

請
様

式
が

違
い

ま
す

。
ま

た
、

①
の

指
定

チ
ェ

ッ
ク

項
目

も
違

い
ま

す
の

で
様

式
等

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
・

補
助

対
象

と
な

る
取

組
に

つ
い

て
、

左
記

の
①

～
③

を
す

べ
て

実
施

し
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
①

や
②

を
複

数
回

実
施

す
る

場
合

も
補

助
対

象
と

な
り

ま
す

。
（

例
え

ば
、

①
を

１
回

実
施

後
、

②
を

３
回

実
施

し
、

最
後

に
③

を
し

た
場

合
、

全
て

の
取

組
が

補
助

対
象

と
な

り
ま

す
。

）
・

①
～

③
の

実
施

に
つ

い
て

、
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
、

専
門

家
と

の
対

面
に

よ
る

実
施

に
限

り
ま

す
（

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

実
施

は
補

助
対

象
外

で
す

。
）

。
・

物
品

の
購

入
（

動
画

の
作

成
を

含
む

）
は

認
め

ら
れ

ま
せ

ん
。

・
支

払
請

求
書

類
等

を
提

出
い

た
だ

く
際

は
、

交
付

申
請

の
と

お
り

実
施

し
た

証
明

と
し

て
、

実
施

状
況

が
わ

か
る

写
真

や
身

体
機

能
の

チ
ェ

ッ
ク

結
果

の
写

し
（

1
0

名
分

）
を

提
出

し
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

、
実

施
の

際
は

記
録

や
そ

れ
ら

の
記

録
の

紛
失

が
無

い
よ

う
に

、
ご

留
意

く
だ

さ
い

。
・

運
動

指
導

（
転

倒
防

止
）

申
請

に
あ

た
り

、
必

須
と

な
る

転
倒

等
評

価
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

票
は

エ
イ

ジ
フ

レ
ン

ド
リ

ー
補

助
金

H
P
→

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
（

参
考

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

）

労
働

者
の

身
体

機
能

低
下

に
よ

る
転

倒
災

害
や

腰
痛

災
害

（
行

動
災

害
）

を
防

止
す

る
た

め
、

専
門

家
（

※
）

に
よ

る
身

体
機

能
の

チ
ェ

ッ
ク

及
び

専
門

家
に

よ
る

運
動

指
導

に
要

す
る

経
費

を
補

助
し

ま
す

（
役

員
を

除
き

、
自

社
の

労
災

保
険

適
用

労
働

者
に

対
す

る
取

組
に

限
り

ま
す

）

補
助

対
象

と
な

る
取

組

Ｃ
．

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

結
果

を
踏

ま
え

た
高

年
齢

労
働

者
を

含
む

全
て

の
労

働
者

の
転

倒
防

止
・

腰
痛

予
防

の
た

め
の

運
動

指
導

等
の

取
組

に
要

す
る

経
費

第
2

段
階

（
運

動
指

導
等

の
取

組
）

C
.労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
に

よ
る

安
全

衛
生

教
育

の
取

組
労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
を

活
用

し
、

高
年

齢
労

働
者

の
特

性
を

踏
ま

え
た

安
全

衛
生

教
育

の
受

講
に

当
た

っ
て

必
要

な
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

①
専

門
家

を
事

業
場

に
招

き
、

対
象

労
働

者
に

対
す

る
身

体
機

能
の

チ
ェ

ッ
ク

評
価

を
受

け
る

②
専

門
家

が
、

①
の

結
果

に
基

づ
き

、
対

象
労

働
者

に
対

し
て

運
動

指
導

（
対

面
指

導
）

を
実

施
す

る

③
②

の
効

果
の

確
認

の
た

め
、

専
門

家
に

よ
る

対
象

労
働

者
の

身
体

機
能

の
改

善
等

の
チ

ェ
ッ

ク
を

受
け

る
。

Ⅱ
熱

中
症

対
策

コ
ー

ス
【

対
象

：
6

0
歳

以
上

の
労

働
者

】

6
0

歳
以

上
の

高
年

齢
労

働
者

が
安

全
に

働
け

る
よ

う
、

暑
熱

な
環

境
に

よ
る

熱
中

症
予

防
対

策
と

し
て

身
体

機
能

の
低

下
を

補
う

装

置
（

機
器

等
の

導
入

・
工

事
の

施
工

等
）

の
導

入
に

要
す

る
経

費
を

補
助

対
象

と
し

ま
す

補
助

対
象

屋
外

作
業

等
に

お
け

る
体

温
を

下
げ

る
た

め
の

機
能

の
あ

る
服

や
、

ス
ポ

ッ
ト

ク
ー

ラ
ー

等
、

そ
の

他
労

働
者

の
体

表
面

の
冷

却

を
行

う
た

め
に

必
要

な
機

器
の

導
入

屋
外

作
業

等
に

お
け

る
効

率
的

に
身

体
冷

却
を

行
う

た
め

に
必

要
な

機
器

の
導

入

→
屋

外
作

業
等

と
は

、
屋

外
も

し
く

は
、

労
働

安
全

衛
生

規
則

第
6
0
6
条

の
温

湿
度

調
整

を
行

っ
て

も
な

お
室

温
3
1
℃

又
は

湿
球

黒
球

温
度

(W
B
G

T
) 

2
8
℃

を
超

え
る

屋
内

作
業

場
で

の
作

業
を

い
い

ま
す

。

（
温

湿
度

調
整

を
行

っ
て

も
、

室
温

3
1
℃

又
は

湿
球

黒
球

温
度

(W
B
G

T
)2

8
℃

を
下

回
ら

な
い

こ
と

を
説

明
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

例
え

ば
、

炉
が

あ
る

た
め

空
間

全
体

で
の

温
湿

度
調

整
が

で
き

な
い

等
の

理
由

が
考

え
ら

れ
ま

す
）

【
体

表
面

の
冷

却
を

行
う

た
め

に
必

要
な

機
器

の
具

体
例

】

・
体

温
を

下
げ

る
た

め
の

機
能

の
あ

る
服

や
装

備

・
作

業
場

又
は

休
憩

場
所

に
設

置
す

る
移

動
式

の
ス

ポ
ッ

ト
ク

ー
ラ

ー

（
熱

排
気

を
屋

外
等

へ
逃

が
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

、
標

準
使

用
期

間
が

５
年

以
上

の
も

の
に

限
る

等
）

【
効

率
的

に
身

体
冷

却
を

行
う

た
め

に
必

要
な

機
器

の
具

体
例

】

・
ア

イ
ス

ス
ラ

リ
ー

又
は

保
冷

剤
を

冷
や

す
た

め
の

専
用

の
冷

凍
ス

ト
ッ

カ
ー

（
ア

イ
ス

ス
ラ

リ
ー

又
は

保
冷

剤
を

保
冷

で
き

る
機

器
で

、
最

大
は

4
0
0
Lま

で
）

※
ア

イ
ス

ス
ラ

リ
ー

、
ス

ポ
ー

ツ
ド

リ
ン

ク
、

保
冷

剤
等

は
対

象
と

な
り

ま
せ

ん
。

熱
中

症
の

初
期

症
状

等
の

体
調

の
急

変
を

把
握

で
き

る
小

型
携

帯
機

器
（

ウ
エ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

）
に

よ
る

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入

（
使

用
者

本
人

の
み

に
通

知
が

あ
る

も
の

で
は

な
く

、
通

信
機

能
に

よ
り

集
中

的
な

管
理

が
で

き
る

機
能

を
備

え
る

も
の

。
な

お
、

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

は
熱

中
症

に
関

す
る

異
常

を
感

知
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
深

部
体

温
を

推
定

で
き

る
機

能
を

有
す

る
も

の
に

限
る

）

※
 労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
と

は
・

・
・

労
働

安
全

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

衛
生

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

災
害

防
止

団
体

法
（

昭
和

3
9
年

法
律

第
1
1
8
号

）
第

1
2
条

に
規

定
す

る
安

全
管

理
士

又
は

衛
生

管
理

士
等
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1

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
中
小
企
業
事
業
者
が
対
象
で
す
(中

小
企
業
事
業
者
の
範
囲
は
５
ペ
ー
ジ
の
【
参
考
】
を
参
照
)。

・
１
年
以
上
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

・
役
員
を
除
き
、
自
社
の
労
災
保
険
適
用
の
高
年
齢
労
働
者
（
6
0
歳
以
上
）
が
常
時
１
名
以
上
就
労
し
て
い
る
こ
と

令
和
８
年
度
（
２
０
２
６
年
度
）
版

中
小
企
業
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
設
備
改
善
や
専
門
家
に
よ
る
指
導
な
ど
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

高
年
齢
労
働
者
の
雇
用
状
況
や
対
策
・
取
組
の
計
画
を
審
査
の
上
、
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
全
て
の
申
請
者
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
の
前
に
、
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
、
必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
Q
＆
A
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
→

「
令
和
８
年
度
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
」
の
ご
案
内

厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

一
般
社
団
法
人

日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

第
１
段
階

A
.労

働
安
全
衛
生
に
係
る
専
門
家
に
よ
る

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

【
補
助
対
象
】

労
働
安
全
衛
生
に
係
る
外
部
専
門
家
に
よ
る
、

高
年
齢
労
働
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
経
費

補
助
率
：
４
／
５

上
限
額
：
1
0
0
万
円

(B
、
C
の
間
接
補
助
金
額
を
含
む
)

(消
費
税
を
除
く
)

※
外
部
専
門
家
の
代
わ
り
に
、
自
社
の
安
全
衛

生
担
当
者
に
よ
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
右
記
の

第
２
段
階
の
申
請
か
ら
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
（
そ
の
場
合
は
第
１
段
階
の
申
請
は
不
要

で
す
）
。

第
１
段
階
の
申
請
期
間
は
、

令
和
８
年
８
月
3
1
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
２
段
階

B
.リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
高
年
齢
労
働

者
の
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
そ

の
他
の
労
働
災
害
防
止
対
策
（
熱
中
症
対
策
は
除
く
）

【
補
助
対
象
】

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
高
年
齢
労
働
者

の
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
そ
の
他
の

労
働
災
害
防
止
対
策
に
要
す
る
経
費

（
対
象
の
高
年
齢
労

働
者
（
役
員
、
派
遣
労
働
者
を
除
く
）
が
補
助
対
象
に
係
る

業
務
に
就
い
て
い
る
こ
と
。
）

補
助
率
：
１
／
２

上
限
額
：
1
0
0
万
円
（
A
、
C
の
間
接
補
助
金
額
を
含
む
。
）

（
消
費
税
を
除
く
）

Ⅰ
専
門
家
総
合
対
策
コ
ー
ス
（
職
場
環
境
改
善
・
運
動
指
導
等
）

以
下
の
第
1
段
階
と
第
2
段
階
に
分
か
れ
た
申
請
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
】
対
象
】

暑
熱
な
環
境
に
よ
る
熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
装
置
・
装
備
の
導
入
に
要
す
る
経
費

Ⅱ
熱
中
症
対
策
コ
ー
ス

【
補
助
率
：
１
／
２

上
限
額
１
０
０
万
円

（
消
費
税
を
除
く
）
】

【
補
助
対
象
】
対
象
】

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
等
の
労
働
者
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
取
組

（
保
険
者
へ
の
健
康
診
断
結
果
の
デ
ー
タ
提
供
を
含
む
）
に
要
す
る
経
費

Ⅲ
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス

【
補
助
率
：
３
／
４

上
限
額

３
０
万
円

（
消
費
税
を
除
く
）
】

第
２
段
階

C
.リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
高
年
齢
労
働

者
を
含
む
全
て
の
労
働
者
の
転
倒
防
止
・
腰
痛
予
防
の

た
め
の
運
動
指
導
等
の
取
組

【
補
助
対
象
】

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
労
働
者
の
身
体

機
能
低
下
に
よ
る
転
倒
や
腰
痛
を
防
止
す
る
た
め
、
専
門
家

等
に
よ
る
身
体
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
運
動
指
導
等
に
要
す

る
経
費
（
役
員
、
派
遣
労
働
者
を
除
く
労
働
者
に
対
す
る
取

組
に
要
す
る
経
費
に
限
り
ま
す
。
）

補
助
率
：
１
／
２

上
限
額
：
1
0
0
万
円
（
A
、
B
の
間
接
補
助
金
額
を
含
む
）

（
消
費
税
を
除
く
）

補
助
金
申
請
受
付
期
間

令
和
８
年
５
月
2
0
日
(水

)～
1
0
月
3
1
日
(土

)
た
だ
し
、
専
門
家
総
合
対
策
コ
ー
ス
の
第
１
段
階
の
申
請
期
限
は
８
月
3
1
日
（
月
）

【
注
意
】
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付
期
間
の
途
中
で
あ
っ
て
も
申
請
受
付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2

② 審 査

⑤ 補 助 対 象 の 取 組

（ 熱 中 症 対 策 、

コ ラ ボ ヘ ル ス ）

の 実 施 、 完 了

⑥ 事 業 者 が 支 払 請

求 書 類 を 提 出

⑦ 補 助 金 確 定

⑧ 補 助 金 支 払

■
は

事
業

者
が

実
施

し
ま

す
。

■
は

事
務

セ
ン

タ
ー

が
実

施
し

ま
す

。
約

２
カ

月

熱
中
症
対
策
コ
ー
ス
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス
の
補
助
金
申
請
の
流
れ

※
 安

全
衛

生
の

専
門

家
に

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

依
頼

す
る

場
合

は
、

「
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

関
係

」
と

「
労

働
災

害
防

止
対

策
関

係
」

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
交

付
申

請
が

必
要

で
す

（
そ

れ
ぞ

れ
審

査
、

交
付

決
定

の
手

続
が

あ
り

ま
す

）
。

※
補

助
金

の
支

給
請

求
（

経
費

の
精

算
）

は
、

「
⓬

事
業

者
が

支
払

請
求

書
類

提
出

」
の

際
に

、
「

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
関

係
」

と
「

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

」
の

書
類

を
一

括
し

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
「

⑥
専

門
家

が
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

実
施

結
果

証
明

書
を

事
業

者
に

発
行

」
後

に
、

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

の
取

組
を

実
施

し
な

い
こ

と
に

し
た

場
合

や
、

「
❽

審
査

」
の

結
果

、
労

働
災

害
防

止
対

策
関

係
の

補
助

に
つ

い
て

不
交

付
の

決
定

を
さ

れ
た

場
合

は
、

「
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

関
係

」
の

み
補

助
金

の
支

払
請

求
（

精
算

）
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

専
門
家
総
合
対
策
（
職
場
環
境
改
善
・
運
動
指
導
等
）

コ
ー
ス
の
補
助
金
申
請
の
流
れ

■
は

事
業

者
が

実
施

し
ま

す
。

■
専

門
家

が
実

施
し

ま
す

。
■

は
事

務
セ

ン
タ

ー
が

実
施

し
ま

す
。

第
１
段
階

第
２
段
階

精
算
関
係

① 事 業 者 が 交 付 申 請 書 類 を 提 出

（ リ ス ク ア セ ス メ ン ト 実 施 計 画

や 経 費 の 見 積 等 を 添 付 ）

② 審 査

③ 交 付 決 定

④ 事 業 者 が 業 者 に 発 注

（ リ ス ク ア セ ス メ ン ト 関 係 ）

⑤ 専 門 家 が リ ス ク ア セ ス メ ン ト

を 実 施 ・ 完 了

⑥ 専 門 家 が リ ス ク ア セ ス メ ン ト

実 施 結 果 書 を 事 業 者 に 発 行

❽ 審 査

❾ 交 付 決 定

❿ 事 業 者 が 業 者 に 発 注

（ 労 働 災 害 防 止 対 策 関 係 ）

⓫ 補 助 対 象 の 取 組 （ 機 器 等 の 導

入 ・ 工 事 の 施 工 、 運 動 指 導

等 ） の 実 施 、 完 了

⓬ 事 業 者 が 支 払 請 求 書 類 を 提 出

⓭ 補 助 金 確 定

⓮ 補 助 金 支 払

❼ 事 業 者 が 交 付 申 請 書 類 を 提 出

（ ⑥ の リ ス ク ア セ ス メ ン ト 結 果

を も と に 、 労 働 災 害 防 止 対 策

の 実 施 計 画 や 見 積 等 を 添 付 ）

「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
関
係
」
の
み
の
精
算
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

が
不

交
付

決
定

労
働

災
害

防
止

対
策

関
係

を
実

施
し

な
い約

２
カ

月

約
１

カ
月

必
ず
③
の
後
に
開
始

必
ず
❾
の
後
に
開
始

① 事 業 者 が 交 付 申

請 書 類 を 提 出

④ 事 業 者 が 業 者 に

発 注

必
ず
③
の
後
に
開
始

※
共

通
の

注
意

事
項

※

・
こ

の
補

助
金

の
交

付
を

受
け

る
た

め
に

は
、

補
助

金
の

交
付

申
請

後
、

審
査

を
経

て
「

交
付

決
定

」
さ

れ
た

後
に

、
決

定
に

従
っ

て
取

組
を

開
始

（
専

門
家

に
よ

る
指

導
、

機
器

の
購

入
、

設
備

等
の

工
事

を
発

注
）

し
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

交
付

決
定

日
よ

り
前

に
取

組
を

開
始

（
発

注
）

し
て

い
た

場
合

は
、

補
助

金
を

お
支

払
い

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

の
で

十
分

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
・

ま
た

、
交

付
決

定
を

受
け

た
取

組
の

す
べ

て
が

完
了

す
る

前
（

着
手

時
点

な
ど

）
に

業
者

等
に

代
金

等
を

支
払

っ
た

場
合

（
い

わ
ゆ

る
「

前
払

い
」

）
に

つ
い

て
も

、
補

助
金

を
お

支
払

い
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

交
付

決
定

を
受

け
た

取
組

の
す

べ
て

が
完

了
し

た
後

に
業

者
に

代
金

等
を

支
払

い
、

そ
の

上
で

、
期

限
ま

で
に

実
施

報
告

と
補

助
金

の
支

払
い

申
請

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

③ 交 付 決 定

【
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
自
社
で
実
施
す
る
場
合
】

①
事
業
者
に
お
い
て
、
自
社
の
安
全
衛
生
担
当
者

等
に
よ
り
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

❼
の
交
付
申
請
書
提
出
へ

【
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
外
部
専
門
家
に
依
頼
す
る
場
合
】

3

労
働

者
の

転
倒

災
害

（
業

務
中

の
転

倒
に

よ
る

重
傷

）
を

防
止

し
ま

し
ょ

う
検

索

（
U

R
L 

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.j

p
/c

o
n
te

n
t/

0
0
1
1
0
1
2
9
9
.p

d
f

）

Ⅰ
専

門
家

総
合

対
策

コ
ー

ス
（

職
場

環
境

改
善

・
運

動
指

導
等

）
【

対
象

：
6

0
歳

以
上

の
労

働
者

】

6
0

歳
以

上
の

高
年

齢
労

働
者

が
安

全
に

働
く

こ
と

が
で

き
る

環
境

の
整

備
の

た
め

、
労

働
安

全
衛

生
に

係
る

専
門

家
等

に
よ

る
、

高
年

齢
労

働
者

の
特

性
を

考
慮

し
た

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

受
け

る
に

当
た

っ
て

必
要

な
経

費
と

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
実

施
す

る
優

先
順

位
の

高
い

リ
ス

ク
の

低
減

措
置

（
機

器
等

の
導

入
や

工
事

の
施

工
等

）
及

び
専

門
家

（
※

）
に

よ
る

身
体

機
能

の
チ

ェ
ッ

ク
及

び
専

門
家

に
よ

る
運

動
指

導
に

要
す

る
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

第
1

段
階

（
労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
に

よ
り

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

場
合

）

Ａ
．

労
働

安
全

衛
生

に
係

る
専

門
家

に
よ

る
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施
労

働
安

全
衛

生
に

係
る

専
門

家
に

よ
る

、
高

年
齢

労
働

者
の

特
性

を
考

慮
し

た
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
受

け
る

に
当

た
っ

て
必

要
な

経
費

を
補

助
し

ま
す

。

外
部

専
門

家
の

代
わ

り
に

、
自

社
の

安
全

衛
生

担
当

者
等

（
安

全
管

理
者

、
衛

生
管

理
者

、
安

全
衛

生
推

進
者

、
衛

生
推

進
者

等
。

事
業

主
が

兼
任

可
能

）
に

よ
る

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

し
て

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
以

下
の

第
2
段

階
の

申
請

を
行

う

こ
と

も
可

能
で

す
。

こ
の

場
合

は
、

第
１

段
階

の
申

請
は

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

第
２

段
階

か
ら

申
請

し
て

く
だ

さ
い

。

第
2

段
階

（
職

場
環

境
改

善
の

取
組

）

B
．

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

結
果

を
踏

ま
え

た
高

年
齢

労
働

者
の

身
体

機
能

の
低

下
を

補
う

設
備

・
装

置
の

導
入

そ
の

他
の

労
働

災
害

防
止

対
策

に
要

す
る

経
費

•
高

年
齢

労
働

者
の

具
体

的
な

労
働

災
害

防
止

対
策

が
分

か
ら

な
い

。

•
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
正

し
い

実
施

方
法

が
分

か
ら

な
い

。

事 業 主

•
高

年
齢

労
働

者
の

特
性

に
配

慮
し

た
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
た

優
先

順
位

の
高

い
労

働
災

害
防

止
対

策
を

提
案

し
ま

す
。

専 門 家

（
ア

）
転

倒
・

墜
落

災
害

防
止

対
策

作
業

場
所

の
床

や
通

路
の

つ
ま

ず
き

防
止

の
た

め
の

対
策

(作
業

場
所

の
床

や
通

路
の

段
差

解
消

)

作
業

場
所

の
床

や
通

路
の

滑
り

防
止

の
た

め
の

対
策

（
水

場
等

へ
の

防
滑

性
能

の
高

い
床

材
・

グ
レ

ー
チ

ン
グ

等
の

導
入

、
凍

結
防

止
装

置
の

導
入

）

転
倒

時
の

け
が

の
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
設

備
・

装
備

の
導

入

階
段

の
踏

み
面

へ
の

滑
り

防
止

対
策

階
段

へ
の

手
す

り
の

設
置

高
所

作
業

台
の

導
入

（
自

走
式

は
含

ま
ず

。
床

面
か

ら
２

ｍ
未

満
の

物
）

階
段

へ
の

手
す

り
の

設
置

転
倒

防
止

対
策

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

従
業

員
通

路
へ

の
凍

結
防

止
装

置
の

導
入

水
場

に
お

け
る

防
滑

性
能

の
高

い
床

材
等

の
導

入

滑
り

に
く

い
グ

レ
ー

チ
ン

グ
の

導
入

防
滑

性
能

の
高

い
床

材
の

施
工

（
イ

）
重

量
物

取
扱

い
や

介
護

作
業

に
お

け
る

労
働

災
害

防
止

対
策

（
動

作
の

反
動

・
無

理
な

動
作

対
策

）

不
自

然
な

作
業

姿
勢

を
解

消
す

る
た

め
の

作
業

台
等

の
設

置

重
量

物
搬

送
機

器
・

リ
フ

ト
の

導
入

（
乗

用
タ

イ
プ

は
含

ま
ず

）

重
筋

作
業

を
補

助
す

る
ア

シ
ス

ト
ス

ー
ツ

の
導

入

介
護

に
お

け
る

移
乗

介
助

の
際

の
身

体
的

負
担

を
軽

減
す

る
機

器
の

導
入

介
護

に
お

け
る

入
浴

介
助

の
際

の
身

体
的

負
担

を
軽

減
す

る
機

器
の

導
入

介
護

職
員

の
身

体
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

介
護

技
術

(ノ
ー

リ
フ

ト
ケ

ア
)の

修
得

の
た

め
の

教
育

の
実

施

重
量

物
搬

送
機

器
の

導
入

ア
シ

ス
ト

ス
ー

ツ
の

導
入

移
乗

介
助

サ
ポ

ー
ト

機
器

の
導

入

●
具

体
的

に
は

、
次

の
よ

う
な

労
働

災
害

防
止

対
策

の
取

組
が

対
象

と
な

り
ま

す
●

（
ウ

）
そ

の
他

の
高

年
齢

労
働

者
の

労
働

災
害

防
止

対
策

業
務

用
車

両
へ

の
踏

み
間

違
い

防
止

装
置

の
導

入

★
対

象
の

高
年

齢
労

働
者

が
補

助
対

象
に

係
る

業
務

に
就

い
て

い
る

こ
と

が
条

件
で

す
。

★
個

人
が

着
用

す
る

機
器

や
装

備
（

例
え

ば
ア

シ
ス

ト
ス

ー
ツ

等
）

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
対

策
に

関
わ

る
高

年
齢

労
働

者
の

人
数

分
に

限
り

補
助

し
ま

す
。

★
機

器
を

複
数

の
作

業
場

所
で

利
用

す
る

場
合

で
も

、
補

助
は

機
器

を
使

用
す

る
高

年
齢

労
働

者
の

人
数

分
が

上
限

と
な

り
ま

す
。

※
 労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
と

は
・

・
・

労
働

安
全

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

衛
生

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

災
害

防
止

団
体

法
（

昭
和

3
9
年

法
律

第
1
1
8
号

）
第

1
2
条

に
規

定
す

る
安

全
管

理
士

又
は

衛
生

管
理

士

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

様
式

は
H

P
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

。

H
P
の

参
考

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

→

4

※
 専

門
家

と
は

・
・

・
理

学
療

法
士

、
健

康
運

動
指

導
士

等

※
注

意
事

項
※

・
転

倒
防

止
、

腰
痛

予
防

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
申

請
様

式
が

違
い

ま
す

。
ま

た
、

①
の

指
定

チ
ェ

ッ
ク

項
目

も
違

い
ま

す
の

で
様

式
等

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
・

補
助

対
象

と
な

る
取

組
に

つ
い

て
、

左
記

の
①

～
③

を
す

べ
て

実
施

し
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
①

や
②

を
複

数
回

実
施

す
る

場
合

も
補

助
対

象
と

な
り

ま
す

。
（

例
え

ば
、

①
を

１
回

実
施

後
、

②
を

３
回

実
施

し
、

最
後

に
③

を
し

た
場

合
、

全
て

の
取

組
が

補
助

対
象

と
な

り
ま

す
。

）
・

①
～

③
の

実
施

に
つ

い
て

、
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
、

専
門

家
と

の
対

面
に

よ
る

実
施

に
限

り
ま

す
（

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

実
施

は
補

助
対

象
外

で
す

。
）

。
・

物
品

の
購

入
（

動
画

の
作

成
を

含
む

）
は

認
め

ら
れ

ま
せ

ん
。

・
支

払
請

求
書

類
等

を
提

出
い

た
だ

く
際

は
、

交
付

申
請

の
と

お
り

実
施

し
た

証
明

と
し

て
、

実
施

状
況

が
わ

か
る

写
真

や
身

体
機

能
の

チ
ェ

ッ
ク

結
果

の
写

し
（

1
0

名
分

）
を

提
出

し
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

、
実

施
の

際
は

記
録

や
そ

れ
ら

の
記

録
の

紛
失

が
無

い
よ

う
に

、
ご

留
意

く
だ

さ
い

。
・

運
動

指
導

（
転

倒
防

止
）

申
請

に
あ

た
り

、
必

須
と

な
る

転
倒

等
評

価
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

票
は

エ
イ

ジ
フ

レ
ン

ド
リ

ー
補

助
金

H
P
→

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。
（

参
考

資
料

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

）

労
働

者
の

身
体

機
能

低
下

に
よ

る
転

倒
災

害
や

腰
痛

災
害

（
行

動
災

害
）

を
防

止
す

る
た

め
、

専
門

家
（

※
）

に
よ

る
身

体
機

能
の

チ
ェ

ッ
ク

及
び

専
門

家
に

よ
る

運
動

指
導

に
要

す
る

経
費

を
補

助
し

ま
す

（
役

員
を

除
き

、
自

社
の

労
災

保
険

適
用

労
働

者
に

対
す

る
取

組
に

限
り

ま
す

）

補
助

対
象

と
な

る
取

組

Ｃ
．

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

結
果

を
踏

ま
え

た
高

年
齢

労
働

者
を

含
む

全
て

の
労

働
者

の
転

倒
防

止
・

腰
痛

予
防

の
た

め
の

運
動

指
導

等
の

取
組

に
要

す
る

経
費

第
2

段
階

（
運

動
指

導
等

の
取

組
）

C
.労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
に

よ
る

安
全

衛
生

教
育

の
取

組
労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
を

活
用

し
、

高
年

齢
労

働
者

の
特

性
を

踏
ま

え
た

安
全

衛
生

教
育

の
受

講
に

当
た

っ
て

必
要

な
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

①
専

門
家

を
事

業
場

に
招

き
、

対
象

労
働

者
に

対
す

る
身

体
機

能
の

チ
ェ

ッ
ク

評
価

を
受

け
る

②
専

門
家

が
、

①
の

結
果

に
基

づ
き

、
対

象
労

働
者

に
対

し
て

運
動

指
導

（
対

面
指

導
）

を
実

施
す

る

③
②

の
効

果
の

確
認

の
た

め
、

専
門

家
に

よ
る

対
象

労
働

者
の

身
体

機
能

の
改

善
等

の
チ

ェ
ッ

ク
を

受
け

る
。

Ⅱ
熱

中
症

対
策

コ
ー

ス
【

対
象

：
6

0
歳

以
上

の
労

働
者

】

6
0

歳
以

上
の

高
年

齢
労

働
者

が
安

全
に

働
け

る
よ

う
、

暑
熱

な
環

境
に

よ
る

熱
中

症
予

防
対

策
と

し
て

身
体

機
能

の
低

下
を

補
う

装

置
（

機
器

等
の

導
入

・
工

事
の

施
工

等
）

の
導

入
に

要
す

る
経

費
を

補
助

対
象

と
し

ま
す

補
助

対
象

屋
外

作
業

等
に

お
け

る
体

温
を

下
げ

る
た

め
の

機
能

の
あ

る
服

や
、

ス
ポ

ッ
ト

ク
ー

ラ
ー

等
、

そ
の

他
労

働
者

の
体

表
面

の
冷

却

を
行

う
た

め
に

必
要

な
機

器
の

導
入

屋
外

作
業

等
に

お
け

る
効

率
的

に
身

体
冷

却
を

行
う

た
め

に
必

要
な

機
器

の
導

入

→
屋

外
作

業
等

と
は

、
屋

外
も

し
く

は
、

労
働

安
全

衛
生

規
則

第
6
0
6
条

の
温

湿
度

調
整

を
行

っ
て

も
な

お
室

温
3
1
℃

又
は

湿
球

黒
球

温
度

(W
B
G

T
) 

2
8
℃

を
超

え
る

屋
内

作
業

場
で

の
作

業
を

い
い

ま
す

。

（
温

湿
度

調
整

を
行

っ
て

も
、

室
温

3
1
℃

又
は

湿
球

黒
球

温
度

(W
B
G

T
)2

8
℃

を
下

回
ら

な
い

こ
と

を
説

明
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

例
え

ば
、

炉
が

あ
る

た
め

空
間

全
体

で
の

温
湿

度
調

整
が

で
き

な
い

等
の

理
由

が
考

え
ら

れ
ま

す
）

【
体

表
面

の
冷

却
を

行
う

た
め

に
必

要
な

機
器

の
具

体
例

】

・
体

温
を

下
げ

る
た

め
の

機
能

の
あ

る
服

や
装

備

・
作

業
場

又
は

休
憩

場
所

に
設

置
す

る
移

動
式

の
ス

ポ
ッ

ト
ク

ー
ラ

ー

（
熱

排
気

を
屋

外
等

へ
逃

が
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

、
標

準
使

用
期

間
が

５
年

以
上

の
も

の
に

限
る

等
）

【
効

率
的

に
身

体
冷

却
を

行
う

た
め

に
必

要
な

機
器

の
具

体
例

】

・
ア

イ
ス

ス
ラ

リ
ー

又
は

保
冷

剤
を

冷
や

す
た

め
の

専
用

の
冷

凍
ス

ト
ッ

カ
ー

（
ア

イ
ス

ス
ラ

リ
ー

又
は

保
冷

剤
を

保
冷

で
き

る
機

器
で

、
最

大
は

4
0
0
Lま

で
）

※
ア

イ
ス

ス
ラ

リ
ー

、
ス

ポ
ー

ツ
ド

リ
ン

ク
、

保
冷

剤
等

は
対

象
と

な
り

ま
せ

ん
。

熱
中

症
の

初
期

症
状

等
の

体
調

の
急

変
を

把
握

で
き

る
小

型
携

帯
機

器
（

ウ
エ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

）
に

よ
る

健
康

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入

（
使

用
者

本
人

の
み

に
通

知
が

あ
る

も
の

で
は

な
く

、
通

信
機

能
に

よ
り

集
中

的
な

管
理

が
で

き
る

機
能

を
備

え
る

も
の

。
な

お
、

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ
ス

は
熱

中
症

に
関

す
る

異
常

を
感

知
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
深

部
体

温
を

推
定

で
き

る
機

能
を

有
す

る
も

の
に

限
る

）

※
 労

働
安

全
衛

生
の

専
門

家
と

は
・

・
・

労
働

安
全

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

衛
生

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
、

労
働

災
害

防
止

団
体

法
（

昭
和

3
9
年

法
律

第
1
1
8
号

）
第

1
2
条

に
規

定
す

る
安

全
管

理
士

又
は

衛
生

管
理

士
等
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5

Ⅲ
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス

事
業
主
健
診
情
報
が
保
険
者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
補
助
の
前
提
で
す

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
：
医
療
保
険
者
と
事
業
者
が
積
極
的
に
連
携
し
、
明
確
な
役
割
分
担
と
良
好
な
職
場
環
境
の
も
と
、
労
働

者
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
行
す
る
こ
と
。

事
業
者
・
労
働
者

（
被
保
険
者
）

医
療
保
険
者

(協
会
け
ん
ぽ
等
)

健
康
診
断
実
施
機
関

事
業
主
健
診
情
報
の
提
供

事
業
主
健
診
情
報
の
提
供

デ
ー
タ
提
供
の
依
頼
・
同
意
等

・
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
や

事
業
所
カ
ル
テ
の
提
供

・
健
診
情
報
を
活
用
し
た
保
健
事
業
の
提
供

申
請
に
当
た
っ
て
必
要
な
資
料

①
：
医
療
保
険
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
「
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
や
「
事
業
所
カ
ル
テ
」
の
写
し

※
１
：
申
請
企
業
・
法
人
名
の
記
載
が
あ
る
も
の

※
２
：
労
働
者
数
が
少
な
い
等
で
「
事
業
所
カ
ル
テ
」
等
の
提
供
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、

健
診
結
果
を
保
険
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、
健
診
機
関
へ
の
同
意
書
・
契
約
書
な
ど
を

提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
：
取
組
内
容
が
わ
か
る
資
料

研
修
資
料
や
、
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
等
を
示
し
た
資
料
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

備
考
・
注
意
点

取
組
の
詳
細

補
助
対
象
と
な
る
取
組

・
産
業
医
、
保
健
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

公
認
心
理
師
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
に
よ
る
も
の

・
専
門
家
と
の
対
面
に
よ
る
実
施
に
限
り

ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
不
可
）
。

健
康
診
断
結
果
等
を
踏
ま
え
た
禁
煙
指
導
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
の
健
康
教
育
、
研
修
等

※
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
等
に
基
づ
く
他
の
健
康
教
育
等
と
セ
ッ
ト
で

申
請
す
る
必
要
あ
り

※
腰
痛
予
防
を
目
的
と
し
た
運
動
指
導
は
別
コ
ー
ス

健
康
教
育
・
研
修
等

・
シ
ス
テ
ム
導
入
の
初
期
経
費
の
み

・
Ｐ
Ｃ
の
購
入
は
対
象
外

健
康
診
断
結
果
等
を
電
磁
的
に
保
存
及
び
管
理

を
行
い
、
事
業
所
カ
ル
テ
・
健
康
ス
コ
ア
リ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
の
活
用
等
に
よ
り
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

を
推
進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入

シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
健
康
診
断
、
歯
科
健
康
診
断
、
身
体
機

能
の
チ
ェ
ッ
ク
の
費
用
は
対
象
外

・
専
門
家
と
の
対
面
に
よ
る
実
施
に
限
り

ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
不
可
）
。

栄
養
指
導
、
保
健
指
導
等
の
労
働
者
へ
の
健
康

保
持
増
進
措
置

栄
養
・
保
健
指
導

【
参
考
】
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
の
申
請
対
象
と
な
る
中
小
企
業
事
業
者
の
範
囲

資
本
金
又
は

出
資
の
総
額

※
１

常
時
使
用
す
る

労
働
者
数

※
１

業
種

５
,０

０
０
万
円
以
下

５
０
人
以
下

小
売
業
、
飲
食
店
、
持
ち
帰
り
・
配
達
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

小
売
業

５
,０

０
０
万
円
以
下

１
０
０
人
以
下

医
療
・
福
祉
（
※
２
）
、
宿
泊
業
、
娯
楽
業
、
教
育
・
学
習
支
援
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

物
品
賃
貸
業
、
学
術
研
究
・
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

サ
ー
ビ
ス
業

１
億
円
以
下

１
０
０
人
以
下

卸
売
業

卸
売
業

３
億
円
以
下

３
０
０
人
以
下

製
造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
金
融
業
、
保
険
業
な
ど

そ
の
他
の
業
種

※
１

常
時
使
用
す
る
労
働
者
数
、
ま
た
は
資
本
金
等
の
い
ず
れ
か
一
方
の
条
件
を
満
た
せ
ば
中
小
企
業
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

※
２

医
療
・
福
祉
法
人
等
で
資
本
金
・
出
資
が
な
い
場
合
に
は
、
労
働
者
数
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

6

一
般

社
団

法
人

日
本

労
働

安
全

衛
生

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
会

「
エ

イ
ジ

フ
レ

ン
ド

リ
ー

補
助

金
事

務
セ

ン
タ

ー
」

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

s:
/
/
w

w
w

.j
a
sh

co
n

-a
g

e
.o

r.
jp

）

申
請
書
類
は
郵
送
ま
た
は
Jグ

ラ
ン
ツ
で
申
請
く
だ
さ
い
（
メ
ー
ル
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

（
郵

送
の

場
合

）
〒

１
０

５
－

０
０

１
４

東
京

都
港

区
芝

１
－

４
－

１
０

ト
イ

ヤ
ビ

ル
５

階
エ

イ
ジ

フ
レ

ン
ド

リ
ー

補
助

金
事

務
セ

ン
タ

ー
（

Jグ
ラ

ン
ツ

の
場

合
）

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.j
g

ra
n

ts
-p

o
rt

a
l.
g

o
.j

p
/

交
付
申
請
書
類
は
「
申
請
担
当
」
宛
へ
、
支
払
請
求
書
類
は
「
支
払
担
当
」
宛
へ
お
送
り
く
だ
さ
い

封
筒
に
消
印
が
確
認
で
き
な
い
料
金
別
納
・
料
金
後
納
や
、
受
付
日
の
確
認
で
き
な
い
宅
配
便
で
は

送
付
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

関
係

書
類

送
付

先

支
払

担
当

申
請

担
当

お
問

合
せ

先
電

話
：
０
３
（
６
８
０
９
）
４
０
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
（
６
８
０
９
）
４
０
８
６

電
話
：
０
３
（
６
３
８
１
）
７
５
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
（
６
８
０
９
）
４
０
８
６

平
日
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０
/１

３
：
０
０
～
１
５
：
０
０

（
土
日
祝
休
み
、
平
日
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０
は
電
話
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

＜
８
月
１
0
日
～
８
月
１
4
日
（
夏
季
休
暇
）
、
１
２
月
２
９
日
～
１
月
３
日
（
年
末
年
始
）
を
除
く
＞

受
付

時
間

交
付

申
請

書
受

付
期

限
令

和
８

年
1

0
月

3
1

日
(当

日
消

印
有

効
)

※
専

門
家

総
合

対
策

コ
ー

ス
の

第
１

段
階

の
申

請
期

限
は

８
月

3
1

日

支
払

請
求

書
受

付
期

限
令

和
９

年
１

月
3

1
日

(当
日

消
印

有
効

)

参
考

：
高

年
齢

者
の

労
働

災
害

防
止

の
た

め
の

指
針

ポ
イ

ン
ト

(令
和

８
年

４
月

１
日

か
ら

適
用

)

１
.安

全
衛

生
管

理
体

制
の

確
立

•
経

営
ト

ッ
プ

(社
長

な
ど

)が
高

年
齢

労
働

者
の

労
働

災
害

防
止

対
策

に
取

り
組

む
方

針
を

表
明

し
、

対
策

の
担

当
者

を
明

確
化

し
ま

す
。

•
高

年
齢

労
働

者
の

身
体

機
能

の
低

下
等

に
よ

る
労

働
災

害
発

生
リ

ス
ク

に
つ

い
て

、
災

害
事

例
や

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例

か
ら

洗
い

出
し

、
優

先
順

位
を

つ
け

て
２

以
降

の
対

策
を

実
施

し
ま

す
。

２
.職

場
環

境
の

改
善

•
身

体
機

能
の

低
下

を
補

う
設

備
・

装
置

の
導

入
等

改
善

を
行

い
ま

す
(ハ

ー
ド

面
の

対
策

)

•
敏

捷
性

や
持

久
性

、
筋

力
の

低
下

等
の

高
年

齢
労

働
者

の
特

性
を

考
慮

し
て

作
業

内
容

の
見

直
し

を
行

い
ま

す
(ソ

フ
ト

面
の

対
策

)

３
.高

年
齢

労
働

者
の

健
康

や
体

力
の

状
況

の
把

握

•
事

業
者

、
高

年
齢

労
働

者
双

方
が

当
該

高
年

齢
労

働
者

の
体

力
の

状
況

を
客

観
的

に
把

握
し

、
必

要
な

対
策

を
行

う
た

め
、

主
に

高
年

齢
労

働
者

を
対

象
と

し
た

体
力

チ
ェ

ッ
ク

を
継

続
的

に
行

う
よ

う
努

め
ま

す
。

体
力

チ
ェ

ッ
ク

例
(転

倒
等

リ
ス

ク
評

価
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

票
) 

４
.高

年
齢

労
働

者
の

健
康

や
体

力
に

応
じ

た
対

応

•
個

々
の

労
働

者
の

状
況

に
応

じ
、

安
全

と
健

康
の

観
点

で
適

合
す

る
業

務
を

マ
ッ

チ
ン

グ
さ

せ
る

よ
う

努
め

ま
す

。

•
「

事
業

場
に

お
け

る
労

働
者

の
健

康
保

持
増

進
の

た
め

の
指

針
（

T
H

P
指

針
）

」
に

基
づ

く
取

組
に

努
め

ま
す

。
•

集
団

及
び

個
々

の
高

年
齢

労
働

者
を

対
象

と
し

て
、

身
体

機
能

の
維

持
向

上
の

た
め

の
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

ま
す

。

５
.安

全
衛

生
教

育

•
労

働
者

と
関

係
者

に
高

年
齢

労
働

者
に

特
有

の
特

徴
と

対
策

に
つ

い
て

の
教

育
を

行
う

よ
う

努
め

ま
す

。
(再

雇
用

や
再

就
職

等
で

経
験

の
な

い
業

種
、

業
務

に
従

事
す

る
場

合
、

特
に

丁
寧

な
教

育
訓

練
を

行
い

ま
す

。
)

参
考
：
職
場
改
善
ツ
ー
ル

「
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
1
0
0
」
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

令
和

8
年

6
月

1
日

 

～
沖

縄
の

未
来

を
拓

く
～

 

沖
縄

総
合

事
務

局
  

TE
C

-F
O

R
C

E
予
備
隊
員
に
よ
り
被
災
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
 

～
沖
縄
総
合
事
務
局

に
お

い
て

、
専

門
的

な
知

識
を

有
す

る
民

間
企

業
等

の
人

材
を

募
集

し
ま

す
～

 

  

      １１
．．
概概

要要
  

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は

、
災

害
時

に
、

TE
C

-F
O

R
C

E（
緊

急
災

害
対

策
派

遣
隊

）
を

被
災

地
方

公
共

団
体

等

に
派
遣
し
、
被
災
者
や

支
援

者
の

輸
送

手
段

の
確

保
、
緊

急
支

援
物

資
の

管
理
・
配

送
、
不

通
と

な
っ

た
旅

客
輸

送
（
航
空
輸
送
を
除
く

。
）

の
代

替
輸

送
等

の
確

保
に

向
け

た
調
整

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 

今
般
、

TE
C

-F
O

R
C

E
に

よ
る

被
災

地
方

公
共

団
体

等
へ

の
支
援

体
制

を
強

化
す

る
た

め
、
旅

客
及

び
貨

物
輸

送
の
管

理
・

運
営

、
関

係
機

関
と

の
調

整
等

に
関

す
る

知
識

・
経

験
を

有
す

る
民

間
企

業
等

の
人

材
を

「
TE

C
-

FO
R

C
E

予
備

隊
員

」
と

し
て

募
集

し
ま

す
。

災
害

時
に

は
非

常
勤

職
員

で
あ

る
国

家
公

務
員

と
し

て
「

TE
C

-
FO

R
C

E」
の
一
員
と

な
り

、
被

災
地

方
公

共
団

体
等

で
活

動
い

た
だ

く
予

定
で

す
。

 
  ２２

．．
職職

務務
内内

容容
 

災
害
時
に
は
、
必
要
に

応
じ

、
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予

備
隊

員
名

簿
」
の

中
か

ら
個

人
の

事
情

等
を

踏
ま

え
た

派

遣
調
整
の
上
採
用
し
、

被
災

地
方

公
共

団
体

等
で

TE
C

-F
O

R
C

E
の

一
員

と
し

て
、

下
記

の
活

動
等

に
従

事
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
 

・
被
災
地
方
公
共
団

体
の

物
資

拠
点

の
管

理
・

運
営

及
び

避
難

所
等

へ
の

物
資

輸
送

に
関

す
る

技
術

的
助

言
 

・
被
災
地
に
お
け
る

旅
客

輸
送

等
に

関
す

る
情

報
収

集
及

び
関

係
行

政
機

関
等

と
の

連
絡

調
整

 

※
派
遣
前
に
は
、
必
要

な
研

修
を

受
講

い
た

だ
き

ま
す

。
 

※
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予
備

隊
員

」
は

、
通

年
で

非
常

勤
職

員
の

身
分

を
持

つ
も

の
で

は
な

く
、
研

修
や

災
害

派
遣

ご
と
に
必
要
な
期
間

の
み

、
非

常
勤

職
員

と
し

て
採

用
さ

れ
る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

※
本
募
集
に
よ
る
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予
備
隊
員
」
と
し
て
の
名
簿
登
録
期
間
は
令
和

9
年

12
月

31
日
ま
で
で
す
。
 

※
本
募
集
は
、
「
物
資
拠
点
の
管
理
・
運
営
、
避
難
所
等
へ
の
物
資
輸
送
、
被
災
者
や
支
援
者
の
輸
送
等
」
に
係
る

支
援
業
務
に
関
す
る
も
の
で
す
。
 

※
活
動
期
間
中
、
応
急

対
策

や
本

格
復

旧
に

不
可

欠
な

情
報

を
得

る
た

め
、
物

流
施

設
や

輸
送

に
係

る
車

両
、
施

設
等
の
被
害
状
況
調

査
を

行
っ

て
い

た
だ

く
場

合
も

あ
り

ま
す

。
 

 ３３
．．
募募

集集
内内
容容

 
詳
し
く
は

H
P
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
g
b
.
g
o
.
j
p
/
u
n
y
u
/
R
0
7
0
8
2
0
/
b
o
u
s
a
i
-
t
e
c
f
o
r
c
e
）

の
 

「
募

集
要

項
」

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

「
T
E
C
-
F
O
R
C
E
予

備
隊

員
」

の
登

録
人

数
は

「
数

名
程

度
」

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
 

 ４４
．．
選選

考考
方方
法法

 
書
類

選
考

及
び

面
接

 

  ５５
．．
募募

集集
期期
間間

 
令
和

8
年

6
月

1
日

(
月

)
～

8
月

3
1
日

(
月

)
1
8
時

 

（
必

要
書

類
を

メ
ー

ル
・

郵
送

に
て

提
出

）
 

      

被
災
地
方
公
共
団
体

等
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
旅

客
及

び
貨

物
輸

送
の

管
理
・
運

営
、
関

係
機

関

と
の
調
整
に
関
す
る
知

識
・
経

験
を

有
す

る
民

間
企

業
等

の
人

材
を
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予

備
隊

員
」
と

し
て

募
集

し
ま
す
。
災
害
時
に
は

非
常

勤
職

員
で

あ
る

国
家

公
務

員
と

し
て

TE
C

-F
O

R
C

E
の

一
員

と
な

り
、

被
災

地
方

公
共
団
体
等
で
活
動
い

た
だ

く
予

定
で

す
。

 （
問
合
せ
先
）
 

 
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
総
務
運
航
課
 
宇
久
田
、
池
原
 

 
T
 
E
 
L
：
09
8
-
8
6
6-
0
0
3
1（

内
線
8
5
4
8
0 
/
 
8
5
29
0
）
 

T
E
C
-F
O
R
C
E
予
備
隊
員
の
主
な
活
動
内
容

（
災
害
派
遣
時
）

被
災
地
方
公
共
団
体
に
派
遣
さ
れ
た
※
リ
エ
ゾ
ン
ま
た
は
輸
送
支
援
班
は
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す

る
物
資
拠
点
の
管
理
・
運
営
、
配
送
状
況
、
支
援
ニ
ー
ズ
等
を
日
々
確
認
し
、
沖
縄
総
合
事
務
局
災
害

対
策
本
部
等
を
通
じ
て
、
政
府
の
現
地
対
策
本
部
や
国
土
交
通
省
災
害
対
策
本
部
等
へ
報
告
し
ま
す
。

物
資
拠
点
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
場
合
は
、
支
援
物
資
（
食
料
、
水
、
生
活
必
需
品
等
）
の
荷
捌

き
、
仕
分
け
、
保
管
、
避
難
所
等
へ
の
配
送
調
整
等
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
、
T
E
C
-F
O
R
C
E
予
備
隊

員
が
持
つ
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
活
用
し
、
効
率
的
な
拠
点
運
営
や
配
送
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

持
続
的
な
物
資
拠
点
の
運
営
や
配
送
業
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
調
整
を
行
い
、
物
流
事
業

者
の
派
遣
要
請
、
災
害
協
定
締
結
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

不
通
と
な
っ
た
旅
客
輸
送
（
航
空
輸
送
を
除
く
）
の
代
替
輸
送
手
段
の
確
保
に
向
け
た
情
報
収
集
や

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

被
災
地
か
ら
の
避
難
等
の
た
め
に
バ
ス
等
の
輸
送
需
要
が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
業
界
団
体
の
み
で

バ
ス
の
手
配
等
へ
の
対
応
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
T
E
C
-F
O
R
C
E
を
業
界
団
体
に
派
遣
し
、
個
々

の
事
業
者
へ
の
連
絡
・
調
整
を
直
接
行
う
な
ど
、
業
界
団
体
と
連
携
し
、
被
災
自
治
体
か
ら
の
輸
送

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

※
派
遣
先
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
に
加
え
、
管
外
（
全
国
）
へ
の
派
遣
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
個
人
の
事
情
等
（
健
康
状
態
等
の
本
人

　
の
事
情
、
家
族
等
の
状
況
、
企
業
等
に
勤
務
し
て
い
る
場
合
の
業
務
繁
忙
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
）
も
踏
ま
え
た
調
整
の
上
で
決
定
し
ま
す
。

※
活
動
期
間
中
、
応
急
対
策
や
本
格
復
旧
に
不
可
欠
な
情
報
を
得
る
た
め
、
物
流
施
設
や
輸
送
に
係
る
車

両
、
施
設
、
設
備
等
の
被
害
状
況
調
査
し
、
沖
縄
総
合
事
務
局
災
害
対
策
本
部
を
通
じ
て
、
政
府
の
現
地

対
策
本
部
や
国
土
交
通
省
対
策
本
部
等
へ
報
告
す
る
活
動
を
行
っ
て
頂
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

物
資
拠
点
の
運
営
状
況
等
を
把
握

支
援
実
施
前
の
物
資
拠
点

拠
点
運
営
等
を
サ
ポ
ー
ト

支
援
実
施
後
の
物
資
拠
点

効
率
的
な
拠
点
運
営
等
を
サ
ポ
ー
ト

物
流
事
業
者
へ
の
派
遣
要
請
等

被被
災災
者者
等等
のの
輸輸
送送

業業
界界
団団
体体
等等
とと
連連
携携
しし
、、
被被
災災
地地
かか
らら
のの
避避
難難
やや
地地
域域
住住
民民
のの
生生
活活
交交
通通
のの
維維
持持
のの

たた
めめ
、、
ババ
スス
等等
のの
確確
保保
にに
向向
けけ
たた
調調
整整
をを
行行
いい
まま
すす

物物
資資
拠拠
点点
のの
管管
理理
・・
運運
営営

物物
流流
にに
関関
すす
るる
専専
門門
的的
なな
知知
識識
やや
経経
験験
をを
活活
かか
しし
、、
被被
災災
自自
治治
体体
等等
がが
抱抱
ええ
るる
課課
題題

解解
決決
等等
にに
貢貢
献献
しし
まま
すす
。。

※
リ
エ
ゾ
ン
（
災
害
対
策
現
地
情
報
連
絡
員

L
ia
is
o
n
,「

仲
介
、
橋
渡
し
等
」
と
い
う
意
味
の
フ
ラ
ン
ス
語
）

T
E
C
-F
O
R
C
E
予予
備備
隊隊
員員
はは
、、
災災
害害
時時
等等
にに
非非
常常
勤勤
職職
員員
のの
国国
家家
公公
務務
員員
とと
しし
てて
採採

用用
ささ
れれ
、、
T
E
C
-F
O
R
C
E
のの
一一
員員
とと
しし
てて
被被
災災
自自
治治
体体
等等
でで
活活
動動
いい
たた
だだ
くく
予予
定定
でで
すす
。。

（沖
縄

総
合

事
務

運
輸

部
）
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5

Ⅲ
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス

事
業
主
健
診
情
報
が
保
険
者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
補
助
の
前
提
で
す

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
：
医
療
保
険
者
と
事
業
者
が
積
極
的
に
連
携
し
、
明
確
な
役
割
分
担
と
良
好
な
職
場
環
境
の
も
と
、
労
働

者
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
行
す
る
こ
と
。

事
業
者
・
労
働
者

（
被
保
険
者
）

医
療
保
険
者

(協
会
け
ん
ぽ
等
)

健
康
診
断
実
施
機
関

事
業
主
健
診
情
報
の
提
供

事
業
主
健
診
情
報
の
提
供

デ
ー
タ
提
供
の
依
頼
・
同
意
等

・
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
や

事
業
所
カ
ル
テ
の
提
供

・
健
診
情
報
を
活
用
し
た
保
健
事
業
の
提
供

申
請
に
当
た
っ
て
必
要
な
資
料

①
：
医
療
保
険
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
「
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
や
「
事
業
所
カ
ル
テ
」
の
写
し

※
１
：
申
請
企
業
・
法
人
名
の
記
載
が
あ
る
も
の

※
２
：
労
働
者
数
が
少
な
い
等
で
「
事
業
所
カ
ル
テ
」
等
の
提
供
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、

健
診
結
果
を
保
険
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、
健
診
機
関
へ
の
同
意
書
・
契
約
書
な
ど
を

提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
：
取
組
内
容
が
わ
か
る
資
料

研
修
資
料
や
、
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
等
を
示
し
た
資
料
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

備
考
・
注
意
点

取
組
の
詳
細

補
助
対
象
と
な
る
取
組

・
産
業
医
、
保
健
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

公
認
心
理
師
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
に
よ
る
も
の

・
専
門
家
と
の
対
面
に
よ
る
実
施
に
限
り

ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
不
可
）
。

健
康
診
断
結
果
等
を
踏
ま
え
た
禁
煙
指
導
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
の
健
康
教
育
、
研
修
等

※
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
等
に
基
づ
く
他
の
健
康
教
育
等
と
セ
ッ
ト
で

申
請
す
る
必
要
あ
り

※
腰
痛
予
防
を
目
的
と
し
た
運
動
指
導
は
別
コ
ー
ス

健
康
教
育
・
研
修
等

・
シ
ス
テ
ム
導
入
の
初
期
経
費
の
み

・
Ｐ
Ｃ
の
購
入
は
対
象
外

健
康
診
断
結
果
等
を
電
磁
的
に
保
存
及
び
管
理

を
行
い
、
事
業
所
カ
ル
テ
・
健
康
ス
コ
ア
リ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
の
活
用
等
に
よ
り
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

を
推
進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入

シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
健
康
診
断
、
歯
科
健
康
診
断
、
身
体
機

能
の
チ
ェ
ッ
ク
の
費
用
は
対
象
外

・
専
門
家
と
の
対
面
に
よ
る
実
施
に
限
り

ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
不
可
）
。

栄
養
指
導
、
保
健
指
導
等
の
労
働
者
へ
の
健
康

保
持
増
進
措
置

栄
養
・
保
健
指
導

【
参
考
】
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
の
申
請
対
象
と
な
る
中
小
企
業
事
業
者
の
範
囲

資
本
金
又
は

出
資
の
総
額

※
１

常
時
使
用
す
る

労
働
者
数

※
１

業
種

５
,０

０
０
万
円
以
下

５
０
人
以
下

小
売
業
、
飲
食
店
、
持
ち
帰
り
・
配
達
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

小
売
業

５
,０

０
０
万
円
以
下

１
０
０
人
以
下

医
療
・
福
祉
（
※
２
）
、
宿
泊
業
、
娯
楽
業
、
教
育
・
学
習
支
援
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

物
品
賃
貸
業
、
学
術
研
究
・
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

サ
ー
ビ
ス
業

１
億
円
以
下

１
０
０
人
以
下

卸
売
業

卸
売
業

３
億
円
以
下

３
０
０
人
以
下

製
造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
金
融
業
、
保
険
業
な
ど

そ
の
他
の
業
種

※
１

常
時
使
用
す
る
労
働
者
数
、
ま
た
は
資
本
金
等
の
い
ず
れ
か
一
方
の
条
件
を
満
た
せ
ば
中
小
企
業
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

※
２

医
療
・
福
祉
法
人
等
で
資
本
金
・
出
資
が
な
い
場
合
に
は
、
労
働
者
数
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

6

一
般

社
団

法
人

日
本

労
働

安
全

衛
生

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
会

「
エ

イ
ジ

フ
レ

ン
ド

リ
ー

補
助

金
事

務
セ

ン
タ

ー
」

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

tt
p

s:
/
/
w

w
w

.j
a
sh

co
n

-a
g

e
.o

r.
jp

）

申
請
書
類
は
郵
送
ま
た
は
Jグ

ラ
ン
ツ
で
申
請
く
だ
さ
い
（
メ
ー
ル
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

（
郵

送
の

場
合

）
〒

１
０

５
－

０
０

１
４

東
京

都
港

区
芝

１
－

４
－

１
０

ト
イ

ヤ
ビ

ル
５

階
エ

イ
ジ

フ
レ

ン
ド

リ
ー

補
助

金
事

務
セ

ン
タ

ー
（

Jグ
ラ

ン
ツ

の
場

合
）

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.j
g

ra
n

ts
-p

o
rt

a
l.
g

o
.j

p
/

交
付
申
請
書
類
は
「
申
請
担
当
」
宛
へ
、
支
払
請
求
書
類
は
「
支
払
担
当
」
宛
へ
お
送
り
く
だ
さ
い

封
筒
に
消
印
が
確
認
で
き
な
い
料
金
別
納
・
料
金
後
納
や
、
受
付
日
の
確
認
で
き
な
い
宅
配
便
で
は

送
付
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

関
係

書
類

送
付

先

支
払

担
当

申
請

担
当

お
問

合
せ

先
電

話
：
０
３
（
６
８
０
９
）
４
０
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
（
６
８
０
９
）
４
０
８
６

電
話
：
０
３
（
６
３
８
１
）
７
５
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
（
６
８
０
９
）
４
０
８
６

平
日
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０
/１

３
：
０
０
～
１
５
：
０
０

（
土
日
祝
休
み
、
平
日
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０
は
電
話
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

＜
８
月
１
0
日
～
８
月
１
4
日
（
夏
季
休
暇
）
、
１
２
月
２
９
日
～
１
月
３
日
（
年
末
年
始
）
を
除
く
＞

受
付

時
間

交
付

申
請

書
受

付
期

限
令

和
８

年
1

0
月

3
1

日
(当

日
消

印
有

効
)

※
専

門
家

総
合

対
策

コ
ー

ス
の

第
１

段
階

の
申

請
期

限
は

８
月

3
1

日

支
払

請
求

書
受

付
期

限
令

和
９

年
１

月
3

1
日

(当
日

消
印

有
効

)

参
考

：
高

年
齢

者
の

労
働

災
害

防
止

の
た

め
の

指
針

ポ
イ

ン
ト

(令
和

８
年

４
月

１
日

か
ら

適
用

)

１
.安

全
衛

生
管

理
体

制
の

確
立

•
経

営
ト

ッ
プ

(社
長

な
ど

)が
高

年
齢

労
働

者
の

労
働

災
害

防
止

対
策

に
取

り
組

む
方

針
を

表
明

し
、

対
策

の
担

当
者

を
明

確
化

し
ま

す
。

•
高

年
齢

労
働

者
の

身
体

機
能

の
低

下
等

に
よ

る
労

働
災

害
発

生
リ

ス
ク

に
つ

い
て

、
災

害
事

例
や

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例

か
ら

洗
い

出
し

、
優

先
順

位
を

つ
け

て
２

以
降

の
対

策
を

実
施

し
ま

す
。

２
.職

場
環

境
の

改
善

•
身

体
機

能
の

低
下

を
補

う
設

備
・

装
置

の
導

入
等

改
善

を
行

い
ま

す
(ハ

ー
ド

面
の

対
策

)

•
敏

捷
性

や
持

久
性

、
筋

力
の

低
下

等
の

高
年

齢
労

働
者

の
特

性
を

考
慮

し
て

作
業

内
容

の
見

直
し

を
行

い
ま

す
(ソ

フ
ト

面
の

対
策

)

３
.高

年
齢

労
働

者
の

健
康

や
体

力
の

状
況

の
把

握

•
事

業
者

、
高

年
齢

労
働

者
双

方
が

当
該

高
年

齢
労

働
者

の
体

力
の

状
況

を
客

観
的

に
把

握
し

、
必

要
な

対
策

を
行

う
た

め
、

主
に

高
年

齢
労

働
者

を
対

象
と

し
た

体
力

チ
ェ

ッ
ク

を
継

続
的

に
行

う
よ

う
努

め
ま

す
。

体
力

チ
ェ

ッ
ク

例
(転

倒
等

リ
ス

ク
評

価
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

票
) 

４
.高

年
齢

労
働

者
の

健
康

や
体

力
に

応
じ

た
対

応

•
個

々
の

労
働

者
の

状
況

に
応

じ
、

安
全

と
健

康
の

観
点

で
適

合
す

る
業

務
を

マ
ッ

チ
ン

グ
さ

せ
る

よ
う

努
め

ま
す

。

•
「

事
業

場
に

お
け

る
労

働
者

の
健

康
保

持
増

進
の

た
め

の
指

針
（

T
H

P
指

針
）

」
に

基
づ

く
取

組
に

努
め

ま
す

。
•

集
団

及
び

個
々

の
高

年
齢

労
働

者
を

対
象

と
し

て
、

身
体

機
能

の
維

持
向

上
の

た
め

の
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

ま
す

。

５
.安

全
衛

生
教

育

•
労

働
者

と
関

係
者

に
高

年
齢

労
働

者
に

特
有

の
特

徴
と

対
策

に
つ

い
て

の
教

育
を

行
う

よ
う

努
め

ま
す

。
(再

雇
用

や
再

就
職

等
で

経
験

の
な

い
業

種
、

業
務

に
従

事
す

る
場

合
、

特
に

丁
寧

な
教

育
訓

練
を

行
い

ま
す

。
)

参
考
：
職
場
改
善
ツ
ー
ル

「
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
1
0
0
」
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

令
和

8
年

6
月

1
日

 

～
沖

縄
の

未
来

を
拓

く
～

 

沖
縄

総
合

事
務

局
  

TE
C

-F
O

R
C

E
予
備
隊
員
に
よ
り
被
災
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
 

～
沖
縄
総
合
事
務
局

に
お

い
て

、
専

門
的

な
知

識
を

有
す

る
民

間
企

業
等

の
人

材
を

募
集

し
ま

す
～

 

  

      １１
．．
概概

要要
  

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は

、
災

害
時

に
、

TE
C

-F
O

R
C

E（
緊

急
災

害
対

策
派

遣
隊

）
を

被
災

地
方

公
共

団
体

等

に
派
遣
し
、
被
災
者
や

支
援

者
の

輸
送

手
段

の
確

保
、
緊

急
支

援
物

資
の

管
理
・
配

送
、
不

通
と

な
っ

た
旅

客
輸

送
（
航
空
輸
送
を
除
く

。
）

の
代

替
輸

送
等

の
確

保
に

向
け

た
調
整

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 

今
般
、

TE
C

-F
O

R
C

E
に

よ
る

被
災

地
方

公
共

団
体

等
へ

の
支
援

体
制

を
強

化
す

る
た

め
、
旅

客
及

び
貨

物
輸

送
の
管

理
・

運
営

、
関

係
機

関
と

の
調

整
等

に
関

す
る

知
識

・
経

験
を

有
す

る
民

間
企

業
等

の
人

材
を

「
TE

C
-

FO
R

C
E

予
備

隊
員

」
と

し
て

募
集

し
ま

す
。

災
害

時
に

は
非

常
勤

職
員

で
あ

る
国

家
公

務
員

と
し

て
「

TE
C

-
FO

R
C

E」
の
一
員
と

な
り

、
被

災
地

方
公

共
団

体
等

で
活

動
い

た
だ

く
予

定
で

す
。

 
  ２２

．．
職職

務務
内内

容容
 

災
害
時
に
は
、
必
要
に

応
じ

、
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予

備
隊

員
名
簿

」
の

中
か

ら
個

人
の

事
情

等
を

踏
ま

え
た

派

遣
調
整
の
上
採
用
し
、

被
災

地
方

公
共

団
体

等
で

TE
C

-F
O

R
C

E
の

一
員

と
し

て
、

下
記

の
活

動
等

に
従

事
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
 

・
被
災
地
方
公
共
団

体
の

物
資

拠
点

の
管

理
・

運
営

及
び

避
難

所
等

へ
の

物
資

輸
送

に
関

す
る

技
術

的
助

言
 

・
被
災
地
に
お
け
る

旅
客

輸
送

等
に

関
す

る
情

報
収

集
及

び
関

係
行

政
機

関
等

と
の

連
絡

調
整

 

※
派
遣
前
に
は
、
必
要

な
研

修
を

受
講

い
た

だ
き

ま
す

。
 

※
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予
備

隊
員

」
は

、
通

年
で

非
常

勤
職

員
の

身
分

を
持

つ
も

の
で

は
な

く
、
研

修
や

災
害

派
遣

ご
と
に
必
要
な
期
間

の
み

、
非

常
勤

職
員

と
し

て
採

用
さ

れ
る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

※
本
募
集
に
よ
る
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予
備
隊
員
」
と
し
て
の
名
簿
登
録
期
間
は
令
和

9
年

12
月

31
日
ま
で
で
す
。
 

※
本
募
集
は
、
「
物
資
拠
点
の
管
理
・
運
営
、
避
難
所
等
へ
の
物
資
輸
送
、
被
災
者
や
支
援
者
の
輸
送
等
」
に
係
る

支
援
業
務
に
関
す
る
も
の
で
す
。
 

※
活
動
期
間
中
、
応
急

対
策

や
本

格
復

旧
に

不
可

欠
な

情
報

を
得

る
た

め
、
物

流
施

設
や

輸
送

に
係

る
車

両
、
施

設
等
の
被
害
状
況
調

査
を

行
っ

て
い

た
だ

く
場

合
も

あ
り

ま
す

。
 

 ３３
．．
募募

集集
内内
容容

 
詳
し
く
は

H
P
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
g
b
.
g
o
.
j
p
/
u
n
y
u
/
R
0
7
0
8
2
0
/
b
o
u
s
a
i
-
t
e
c
f
o
r
c
e
）

の
 

「
募

集
要

項
」

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

「
T
E
C
-
F
O
R
C
E
予

備
隊

員
」

の
登

録
人

数
は

「
数

名
程

度
」

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
 

 ４４
．．
選選

考考
方方
法法

 
書
類

選
考

及
び

面
接

 

  ５５
．．
募募

集集
期期
間間

 
令
和

8
年

6
月

1
日

(
月

)
～

8
月

3
1
日

(
月

)
1
8
時

 

（
必
要

書
類

を
メ

ー
ル

・
郵

送
に

て
提

出
）

 

      

被
災
地
方
公
共
団
体

等
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
旅

客
及

び
貨

物
輸

送
の

管
理
・
運

営
、
関

係
機

関

と
の
調
整
に
関
す
る
知

識
・
経

験
を

有
す

る
民

間
企

業
等

の
人

材
を
「

TE
C

-F
O

R
C

E
予

備
隊

員
」
と

し
て

募
集

し
ま
す
。
災
害
時
に
は

非
常

勤
職

員
で

あ
る

国
家

公
務

員
と

し
て

TE
C

-F
O

R
C

E
の

一
員

と
な

り
、

被
災

地
方

公
共
団
体
等
で
活
動
い

た
だ

く
予

定
で

す
。

 （
問
合
せ
先
）
 

 
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
総
務
運
航
課
 
宇
久
田
、
池
原
 

 
T
 
E
 
L
：
09
8
-
8
6
6-
0
0
3
1（

内
線
8
5
4
8
0 
/
 
8
5
29
0
）
 

T
E
C
-F
O
R
C
E
予
備
隊
員
の
主
な
活
動
内
容

（
災
害
派
遣
時
）

被
災
地
方
公
共
団
体
に
派
遣
さ
れ
た
※
リ
エ
ゾ
ン
ま
た
は
輸
送
支
援
班
は
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す

る
物
資
拠
点
の
管
理
・
運
営
、
配
送
状
況
、
支
援
ニ
ー
ズ
等
を
日
々
確
認
し
、
沖
縄
総
合
事
務
局
災
害

対
策
本
部
等
を
通
じ
て
、
政
府
の
現
地
対
策
本
部
や
国
土
交
通
省
災
害
対
策
本
部
等
へ
報
告
し
ま
す
。

物
資
拠
点
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
場
合
は
、
支
援
物
資
（
食
料
、
水
、
生
活
必
需
品
等
）
の
荷
捌

き
、
仕
分
け
、
保
管
、
避
難
所
等
へ
の
配
送
調
整
等
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
、
T
E
C
-F
O
R
C
E
予
備
隊

員
が
持
つ
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
活
用
し
、
効
率
的
な
拠
点
運
営
や
配
送
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

持
続
的
な
物
資
拠
点
の
運
営
や
配
送
業
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
調
整
を
行
い
、
物
流
事
業

者
の
派
遣
要
請
、
災
害
協
定
締
結
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

不
通
と
な
っ
た
旅
客
輸
送
（
航
空
輸
送
を
除
く
）
の
代
替
輸
送
手
段
の
確
保
に
向
け
た
情
報
収
集
や

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

被
災
地
か
ら
の
避
難
等
の
た
め
に
バ
ス
等
の
輸
送
需
要
が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
業
界
団
体
の
み
で

バ
ス
の
手
配
等
へ
の
対
応
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
T
E
C
-F
O
R
C
E
を
業
界
団
体
に
派
遣
し
、
個
々

の
事
業
者
へ
の
連
絡
・
調
整
を
直
接
行
う
な
ど
、
業
界
団
体
と
連
携
し
、
被
災
自
治
体
か
ら
の
輸
送

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

※
派
遣
先
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
に
加
え
、
管
外
（
全
国
）
へ
の
派
遣
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
個
人
の
事
情
等
（
健
康
状
態
等
の
本
人

　
の
事
情
、
家
族
等
の
状
況
、
企
業
等
に
勤
務
し
て
い
る
場
合
の
業
務
繁
忙
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
）
も
踏
ま
え
た
調
整
の
上
で
決
定
し
ま
す
。

※
活
動
期
間
中
、
応
急
対
策
や
本
格
復
旧
に
不
可
欠
な
情
報
を
得
る
た
め
、
物
流
施
設
や
輸
送
に
係
る
車

両
、
施
設
、
設
備
等
の
被
害
状
況
調
査
し
、
沖
縄
総
合
事
務
局
災
害
対
策
本
部
を
通
じ
て
、
政
府
の
現
地

対
策
本
部
や
国
土
交
通
省
対
策
本
部
等
へ
報
告
す
る
活
動
を
行
っ
て
頂
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

物
資
拠
点
の
運
営
状
況
等
を
把
握

支
援
実
施
前
の
物
資
拠
点

拠
点
運
営
等
を
サ
ポ
ー
ト

支
援
実
施
後
の
物
資
拠
点

効
率
的
な
拠
点
運
営
等
を
サ
ポ
ー
ト

物
流
事
業
者
へ
の
派
遣
要
請
等

被被
災災
者者
等等
のの
輸輸
送送

業業
界界
団団
体体
等等
とと
連連
携携
しし
、、
被被
災災
地地
かか
らら
のの
避避
難難
やや
地地
域域
住住
民民
のの
生生
活活
交交
通通
のの
維維
持持
のの

たた
めめ
、、
ババ
スス
等等
のの
確確
保保
にに
向向
けけ
たた
調調
整整
をを
行行
いい
まま
すす

物物
資資
拠拠
点点
のの
管管
理理
・・
運運
営営

物物
流流
にに
関関
すす
るる
専専
門門
的的
なな
知知
識識
やや
経経
験験
をを
活活
かか
しし
、、
被被
災災
自自
治治
体体
等等
がが
抱抱
ええ
るる
課課
題題

解解
決決
等等
にに
貢貢
献献
しし
まま
すす
。。

※
リ
エ
ゾ
ン
（
災
害
対
策
現
地
情
報
連
絡
員

L
ia
is
o
n
,「

仲
介
、
橋
渡
し
等
」
と
い
う
意
味
の
フ
ラ
ン
ス
語
）

T
E
C
-F
O
R
C
E
予予
備備
隊隊
員員
はは
、、
災災
害害
時時
等等
にに
非非
常常
勤勤
職職
員員
のの
国国
家家
公公
務務
員員
とと
しし
てて
採採

用用
ささ
れれ
、、
T
E
C
-F
O
R
C
E
のの
一一
員員
とと
しし
てて
被被
災災
自自
治治
体体
等等
でで
活活
動動
いい
たた
だだ
くく
予予
定定
でで
すす
。。

（沖
縄

総
合

事
務

運
輸

部
）
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沖 ト協 発 第 ４ ２ 号 

令 和 ８ 年 ６ 月 ８ 日 

 

会員事業者各位 

 

（公社）沖縄県トラック協会会長  

（公 印 省 略 ） 

 

広広報報誌誌「「沖沖縄縄トトララッックク情情報報」」及及びび案案内内文文書書のの電電子子化化（（ペペーーパパレレスス化化））ののおお知知ららせせ並並びびにに  

メメーールルアアドドレレスス登登録録ののおお願願いいににつついいてて  

  

さて、当協会では SDGs の推進および DX 化への対応として、これまで郵送にてお届けしておりまし

た広報誌「沖縄トラック情報」及び各種ご案内文書を、電電子子メメーールル及及びび公公式式LLIINNEEででのの配配信信へへ移移行行する

ことといたしました。 

つきましては、誠に恐縮ながら、下記のとおりメールアドレスのご登録をお願い申し上げます。 

 

記 

11..  配配信信方方法法のの変変更更内内容容 

• 移移行行先先：： 電子メール及び沖ト協公式LINE 

• 廃廃止止時時期期：： 22002266 年年 99 月月発発行行分分よよりり、紙媒体（郵送）での発行を廃止いたします。  

※以降、紙媒体が必要な場合は、お手数ですが協会ホームページよりダウンロード・印刷をお

願いいたします。 

22..  メメーールルアアドドレレススののごご登登録録ににつついいてて  

以下入力フォーム若しくは登録ＵＲＬより、受信可能なメールアドレスの登録をお願いいたします。 

• 登登録録可可能能数数：： １営業所につき５件まで 

（複数営業所を登録する場合は、営業所毎に登録してください） 

• 登登録録期期限限：： 登録は随時受け付けますが、22002266 年年 77 月月 1155 日日（（水水））迄に登録していただきます

ようお願いいたします。 

33..  公公式式 LLIINNEE ののごご案案内内 ：講習会情報や緊急のお知らせを迅速にお届けします。従業員の皆様にお

かれましても、ぜひ積極的なご登録をお願いいたします。 

44..  そそのの他他：講習会等の開催案内については、当面の間、電子メールと併せて FAX でのご案内も継続

いたします。 

※公式 LINE は８月より順次配信を予定しています。 

 

 

 

 

                         ＜問い合わせ先＞ 

（公社）沖縄県トラック協会 総務課  

℡：０９８－８６３－０２８０ Ｍａｉｌ：ota.soumu@okitora.or.jp 

重重要要  

【登録 URL】 

https://forms.gle/4wPqHzuUbPxhbcV46   

【メールアドレス入力フォーム】 【沖ト協公式 LINE 友だち追加】 
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◆ 入　　　会

事業所名／代表者名 電　話 ＦＡＸ 〒 所　在　地

（株）サンワサポート 098-875-3010 098-874-9530 901-2123 浦添市西洲2-8-4

伊是名運送（株） 0980-45-2684 0980-50-7065 905-0603 伊是名村字仲田177-19番地

（株）エス・アイ・シー 098-996-3335 098-987-7405 901-0323 糸満市新垣12-2

本部生コン（株） 0980-47-3176 0980-47-3523 905-0223 本部町字大嘉陽166番地

琉球開発（株） 098-939-2103 098-937-6000 904-2143 沖縄市知花4-23-5

会会会 員員員 だだだ りりりよよよ

７（火）	 全ト協海上コンテナ部会総会（ホテルオーク
ラ福岡）１５：００～／中部支部運営委員会（居酒
屋志堅原）１８：００～

９（木）	 全ト協：理事会、政連夏季懇談会（第一ホテ
ル東京）

１０（金）	 第１回 整備管理者選任「後」研修（八重山ト
ラック事業協同組合）０９：００～１２：００

１４（火）	 九州ブロック重量部会（福岡県ト協）
	 １３：３０～１５：００
１５（水）	 女性部会全国代表者会議（全ト協）１４：１５～
１６（木）	 第１回 整備管理者選任「後」研修（沖ト協５F

研修室）午前：０９：３０～・午後：１３：３０～
１７（金）	 第１回 整備管理者選任「後」研修（沖ト協５F

研修室）午前：０９：３０～・午後：１３：３０～
２０（月）	 海の日
２３（木）	 九州ブロック女性協議会 第１回役員会（宮崎

県）１５：３０～１７：００／全国専務理事業務連絡会
議（ふくやま芸術文化ホール）

	 １４：００～１９：００

２４（金）	 初任運転者・一般運転者・指導監督者等に対
する安全運転教育研修（沖ト協５Ｆ研修室）
０９：３０～１７：００

２９（水）	 第１回 運行管理者試験対策講習会（沖ト協５
Ｆ研修室）０９：３０～１７：００

３１（金）	 沖縄県トラック協会創立５０周年記念式典（ホ
テルモーリアクラシック沖縄）１５：００～

６（木）	 障害者雇用に関する勉強会（沖ト協５F研修
室）１４：００～１６：００

１１（火）	 山の日
１３（木）	 第３回 理事会（予定）
１７（月）	 引越基本講習（沖ト協５Ｆ研修室）
	 １０：００～１６：００
１８（火）	 引越管理者講習（沖ト協５Ｆ研修室）
	 １０：００～１６：００
２９（土）	 第４５回 沖縄県トラック・ドライバーコンテス

ト（予定）

協 会
日 誌

2026年  ８月行事予定

2026年  ７月行事予定



沖 ト協 発 第 ４ ２ 号 

令 和 ８ 年 ６ 月 ８ 日 

 

会員事業者各位 

 

（公社）沖縄県トラック協会会長  

（公 印 省 略 ） 

 

広広報報誌誌「「沖沖縄縄トトララッックク情情報報」」及及びび案案内内文文書書のの電電子子化化（（ペペーーパパレレスス化化））ののおお知知ららせせ並並びびにに  

メメーールルアアドドレレスス登登録録ののおお願願いいににつついいてて  

  

さて、当協会では SDGs の推進および DX 化への対応として、これまで郵送にてお届けしておりまし

た広報誌「沖縄トラック情報」及び各種ご案内文書を、電電子子メメーールル及及びび公公式式LLIINNEEででのの配配信信へへ移移行行する

ことといたしました。 

つきましては、誠に恐縮ながら、下記のとおりメールアドレスのご登録をお願い申し上げます。 

 

記 

11..  配配信信方方法法のの変変更更内内容容 

• 移移行行先先：： 電子メール及び沖ト協公式LINE 

• 廃廃止止時時期期：： 22002266 年年 99 月月発発行行分分よよりり、紙媒体（郵送）での発行を廃止いたします。  

※以降、紙媒体が必要な場合は、お手数ですが協会ホームページよりダウンロード・印刷をお

願いいたします。 

22..  メメーールルアアドドレレススののごご登登録録ににつついいてて  

以下入力フォーム若しくは登録ＵＲＬより、受信可能なメールアドレスの登録をお願いいたします。 

• 登登録録可可能能数数：： １営業所につき５件まで 

（複数営業所を登録する場合は、営業所毎に登録してください） 

• 登登録録期期限限：： 登録は随時受け付けますが、22002266 年年 77 月月 1155 日日（（水水））迄に登録していただきます

ようお願いいたします。 

33..  公公式式 LLIINNEE ののごご案案内内 ：講習会情報や緊急のお知らせを迅速にお届けします。従業員の皆様にお

かれましても、ぜひ積極的なご登録をお願いいたします。 

44..  そそのの他他：講習会等の開催案内については、当面の間、電子メールと併せて FAX でのご案内も継続

いたします。 

※公式 LINE は８月より順次配信を予定しています。 

 

 

 

 

                         ＜問い合わせ先＞ 

（公社）沖縄県トラック協会 総務課  

℡：０９８－８６３－０２８０ Ｍａｉｌ：ota.soumu@okitora.or.jp 

重重要要  

【登録 URL】 

https://forms.gle/4wPqHzuUbPxhbcV46   

【メールアドレス入力フォーム】 【沖ト協公式 LINE 友だち追加】 

21 22沖縄トラック情報　2026. 7沖縄トラック情報　2026. 7

◆ 入　　　会

事業所名／代表者名 電　話 ＦＡＸ 〒 所　在　地

（株）サンワサポート 098-875-3010 098-874-9530 901-2123 浦添市西洲2-8-4

伊是名運送（株） 0980-45-2684 0980-50-7065 905-0603 伊是名村字仲田177-19番地

（株）エス・アイ・シー 098-996-3335 098-987-7405 901-0323 糸満市新垣12-2

本部生コン（株） 0980-47-3176 0980-47-3523 905-0223 本部町字大嘉陽166番地

琉球開発（株） 098-939-2103 098-937-6000 904-2143 沖縄市知花4-23-5

会会会 員員員 だだだ りりりよよよ

７（火）	 全ト協海上コンテナ部会総会（ホテルオーク
ラ福岡）１５：００～／中部支部運営委員会（居酒
屋志堅原）１８：００～

９（木）	 全ト協：理事会、政連夏季懇談会（第一ホテ
ル東京）

１０（金）	 第１回 整備管理者選任「後」研修（八重山ト
ラック事業協同組合）０９：００～１２：００

１４（火）	 九州ブロック重量部会（福岡県ト協）
	 １３：３０～１５：００
１５（水）	 女性部会全国代表者会議（全ト協）１４：１５～
１６（木）	 第１回 整備管理者選任「後」研修（沖ト協５F

研修室）午前：０９：３０～・午後：１３：３０～
１７（金）	 第１回 整備管理者選任「後」研修（沖ト協５F

研修室）午前：０９：３０～・午後：１３：３０～
２０（月）	 海の日
２３（木）	 九州ブロック女性協議会 第１回役員会（宮崎

県）１５：３０～１７：００／全国専務理事業務連絡会
議（ふくやま芸術文化ホール）

	 １４：００～１９：００

２４（金）	 初任運転者・一般運転者・指導監督者等に対
する安全運転教育研修（沖ト協５Ｆ研修室）
０９：３０～１７：００

２９（水）	 第１回 運行管理者試験対策講習会（沖ト協５
Ｆ研修室）０９：３０～１７：００

３１（金）	 沖縄県トラック協会創立５０周年記念式典（ホ
テルモーリアクラシック沖縄）１５：００～

６（木）	 障害者雇用に関する勉強会（沖ト協５F研修
室）１４：００～１６：００

１１（火）	 山の日
１３（木）	 第３回 理事会（予定）
１７（月）	 引越基本講習（沖ト協５Ｆ研修室）
	 １０：００～１６：００
１８（火）	 引越管理者講習（沖ト協５Ｆ研修室）
	 １０：００～１６：００
２９（土）	 第４５回 沖縄県トラック・ドライバーコンテス

ト（予定）

協 会
日 誌

2026年  ８月行事予定

2026年  ７月行事予定



発
行
所
／
	公
益
社
団
法
人
  沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

	
〒
900-0001 那

覇
市
港
町
2-5-23   TEL. 098-863-0280   FAX. 098-863-3591

印
　
刷
／
	光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）  TEL. 098-889-1121(代

)
no.430

July 2026


